
設 製計 担図 承当 認

設計図整理番号第　  　  　  　号

設計図番号

作成年月日

枚の内 枚

日月年

図面内容

縮    尺

特 記 及 訂 正 事 項

胆沢第二発電所建屋増築工事
令和７

Ｅ２１

接地 線 は、 緑色 のＥ Ｍ －Ｉ Ｅ電 線等 を 使用 する 。 ただ し、 Ｄ種 接 地工 事で は、 Ｅ ＬＢ で

●

●

　　 イン タ ーホ ン（ 　　 受 付用 　　 　 　　 　　 　 　　 ）

下 記に よ る 。

環 形 の ラン プ

ラ ン プ

直 管形 の

コ ン パク ト 形の ラ ンプ

Ｈ ｆ 形の ラ ンプ

４ ． 非常 用 照明 器 具

３ ． 蛍 光ラ ン プ

２． 蛍　 　 光　 　 灯

蛍 　　 光 　　 灯　 　 の　 　種 　 　類

高輝 度 誘導 灯

４ ０ 形及 び １１ ０ 形

ルー バ ー又 は照 明 カバ ー付 、 防雨 形、 防 湿形

ルー バ ー又 は照 明 カバ ーが 取 付け 可能 な 器具

上 記以 外 のも の２ ０ 形

２ ０ 形

１ ５ 形 以下

Ｒ Ｈ　 １ ５

Ｐ Ｈ １

Ｐ Ｈ １

Ｅ Ｌ　 １ ５

Ｇ Ｌ　 １ ５

Ｇ Ｌ　 １ ５

Ｇ Ｈ　 １ ５

標 準図 記 号

Ｇ Ｌ　 １ ５

分岐 　 　　 単相 　 線式 　　 　 　　 Ｖ

幹線 　 　　 単相 　 線式 　　 　 　　 Ｖ　 　５ ０ Ｈｚ１ ． 電　 気 　方 　 式

工　 　　 　 事　 　　 　 種　 　　 　 別

情 報 表 示 設 備

テ レビ 共 同受 信設 備

防 犯 ・入 退出 管 理設 備

中 央 監視 制 御設 備

監 視 カ メ ラ 設 備

火 災 報 知 設 備

電 　 熱　 設 　備

受 変 電 設 備

電 力 貯 蔵 設 備

誘 導 支 援 設 備

構 内情 報 通信 網 設備

映 像 ・ 音 響 設 備

構 内 交 換 設 備

　 　 発 　 電 　 設 　 備

４ ．工 　事 　種 　 目（ 　印 の つい たも のを 適 用す る。 ）

電 　 灯　 設 　備

建 物別 及 び

動 　 力　 設 　備

工 事種 目 屋 外

３．建　物　概　要

建　 物 　名 　 称

１ ．工 　 事　 名　 称

　．工　事　概　要

外 灯設 備 を 含む

に よ る。 なお 、本 工 事の 施設 分 類は （　 　　 特 定の 施設 　　 　 一般 の施 設） と し、

設 計 用標 準水 平 震度 （Ｋ ｓ ）は 下表 に よる 。

（ 注） （　 ） 内数 値は 、防 震 装置 付き 機器 な どの 場合 を 示す 。

　 重要 度 の高 い 設備 機器

設 置 場 所

中 　間 　 階

１ 階及 び 地下 階

屋　外
備 　 　　 　 　考

設 　計 　用 　 標　 準　 水 　平 　震 　 度　 （Ｋ ｓ）

重 要 機器 以 外

１．０（１．５）

１．５（２．０）

０．６（１．０）１．０（１．０）

重要 機 器

２．０（２．０）

１．５（１．５）

特 定 の施 設

０．４（０．６）０．６（１．０）

一 般の 施 設

重要 機 器

１．０（１．５）

１．５（２．０）

重 要 機器 以 外

１．０（１．５）

０．６（１．０）

　　 　　 　　 　 　　 　　 　　 　 　遠 方復 帰機 構 （電 動式 ） 、Ｄ Ｃ２ ４Ｖ 、 ０． ７Ａ 以下 ）

２ ． 非常 警 報装 置

３ ． 自動 閉 鎖装 置

８ ． 監視 カ メラ 設 備

９ ． 防　 犯 　設 　 備

１ ． 自動 火 災報 知装 置

７ ． テレ ビ 共同 受信 設 備

５ ．誘 導 支援 設 備

２ ． 情報 表 示設 備

備

設

４ ． 拡 声設 備

３ ． 映像 ・ 音響 設 備

情

報

通

信

４． 保 安器 用 接地

　　 ア ウト レ ット

３ ．ロ ーテ ー ショ ン

　　 （ 亀甲 形 ）

１ ． 構内 情 報通 信 網設 備

備

設

換

２． 電 話機 へ の配 線

１． 電 話交 換 機

２． 避 　雷 　 導　 線

３ ．接 　 　地 　 　極

構

内

交

備

雷

設

２
２ ． 施工 場 所及 び 面積

１ ． 工　 事　 範 　囲

設

力

１ ． ディ ー ゼル 発 電
　 　装 　 置

３ ． 燃　 　 　　 　 料

１ ． 受　 　 雷　 　 部

備

設

電

発

２ ． 交流 無 停電 電 源設 備

　　 （ ＵＰ Ｓ ）

４ ． 太陽 光 発電 装 置

備

蔵

設

貯

電 ３ ． 主 遮断 装 置

４ ． 設　 備 　容 　 量

５ ． 進相 用 コン デ ンサ

６ ． 自動 力 率制 御 装置

１ ． 直流 電 源装 置電

備

設

１ ． 電　 気 　方 　 式

２ ． 配　 　 電　 　 盤

受

変

備

内
３ ． ふ　 設 　方 　 法

２ ． 用　 　 　　 　 途

信

線

路

通

６ ． そ　 　 の　 　 他

１ ． 工　 事 　範 　 囲

７ ． 外　 灯 　設 　 備

５ ． 高圧 ケ ーブ ル の

　 　端 　 末　 処　 理

構

路

線

２ ． 電　 気 　方 　 式

３ ． ふ　 設 　方 　 法

４ ． 柱　 上 　機 　 器配

内

構

　 埋込 形分 電 盤か らの 立上 り 予備 配管 は、 予 備の 配線 用 遮断 器４ 個以 下 の場 合（ ２５ ）

を １ 本、 ５個 以上 の 場合 （２ ５ ）を ２本 、天 井 まで 立上 げ る。

力

４ ． 機器 へ の接 続

　 　 （遠 方操 作 用）

３ ． 電磁 開 閉器 用 押釦

５ ． 電動 機 等の 接 地

１ ． 電　 気 　方 　 式

備

熱

設

２ ． 警　 　 報　 　 盤

１ ． 電　 気 　方 　 式

６ ． 予　 備 　配 　 管

　 　 アウ ト レッ ト

５ ． ハイ テ ンシ ョ ン

動

監
３ ． 監視 制 御装 置

設

備

制

御視

１ ． 監視 制 御対 象設 備

２ ． 表示 操 作盤

４ ． ガス 漏 れ警 報装 置

中

央

灯

設

備

電

上 記以 外の 露 出形 及び 下 面開 放形 Ｐ Ｈ １

２ ．工 　 事　 場　 所

拡 　 声 　 設 　 備

・

通

６． 呼 出し 設 備

２ ． ガス タ ービ ン 発電

　 　装 　 置

　 　 発生 材 処理

　 　 構内 通信 線 路

　 　 構内 配電 線 路

電気設備工事　特記仕様書

　 蛍 光灯 器具 安定 器 の種 別及 び点 灯 方式 、力 率、 定 格入 力電 圧 、周 波数 は図 示 以外 は

電

構 　 造 階 　 数
消防 法 施行 令
（ 別 表 １）

耐 火 種 別 有 窓 ・無 窓 備　 　 考

及 び 塔 屋

上 層階 ・ 屋上

補 強

ス リ ー ブ

墨 出 し

下 地 切 込

仕 上げ 材 切 込

仮 枠

天井 扇 及び 換 気筒

空調 換 気 扇

電 源 供給

制 御 盤

制御 盤 以降 の 配管

〃　 配 線、 結 線

基 礎

補 強

補 強

電 源 供給

基 礎

基 礎

　　配電盤　　　　　発電装置　　　　　交換機　　　　ＵＰＳ　　　　直流電源装置

　　増幅器（自立形）　　　　　　　　　受信機（自立形）　　　　　　情報通信ラック

　 　天 井 埋込 形 器具

　　埋込形分電盤．端子盤．プルボックス

　 　 換 気扇

　 　 浄化 槽

　　 屋外 受 変電 設 備

　　 自 立形 制 御盤

　　 自 立形 ア ンテ ナ

　　本工事

　　本工事

　　本工事

　　本工事

　　本工事

　　本工事

　　本工事

　　本工事

　　建築工事

　　建築工事

　　建築工事

　　建築工事

　　本工事

　　本工事

　　本工事

　　本工事

　　別途工事

　　本工事

　　本工事

　　本工事

　　本工事

　　本工事

　　本工事

　　機械工事

　　機械工事

　　建築工事

　　建築工事

　　建築工事

　　建築工事

　　建築工事

　　機械工事

　　機械工事

光 源 色　 　　 ※三 波 長域 発光 形 昼光 色　 　　 　 電球 色　 　　 　 昼白 色

※ 　 電池 内蔵 形 　　 　　 　　 　 　　 　　 電 源別 置形

※　 飛 び出 し形 　　 　 　　 　　 　 　　 　外 部 固定 形

※ 　銅 合金 製　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 アル ミ製

　 　 テレ ビ アン テナ

設置 工事 （ ※　 本工 事 　　 　　 　 別途 ）

　　　　単独　　　複合盤（自火報　回線　自動閉鎖　回線　ガス漏れ警報　回線）

　　 　 　単 独（ 　 　壁 掛形 　　 　 　自 立形 ）　 　 　　 火報 受信 機 など との 複 合盤

　　 防火 戸用 （ 本工 事、 電磁 式 又は ラッ チ式 、 ＤＣ ２４ Ｖ 、０ ．６ Ａ以 下 ）

　　 防煙 ダン パ 用（ 別途 、瞬 時 通電 式又 は電 動 式、 ＤＣ ２４ Ｖ 、０ ．６ Ａ 以下 、

構 成機 器 　　 　　 グラ フ ィッ クパ ネ ル　 　　 　　 ミ ニグ ラフ ィッ ク パネ ル

　 　 　　 　　 　 　プ ラズ マデ ィ スプ レイ 　 　　 　操 作 卓

　 　 　　 　　 　　 中 央処 理装 置 　　 　　 　　 　 　伝 送端 末 局（ 子局 ）

　 　 　　 　　 　　 　 　　 　　 　　 　 　　 ※　 地絡 継 電器 付き （※ 　 方向 性　 　 無方 向性 ）

　　 管 路　 　　 　 　　 　　 配 線

　　 電話 用 　　 　　 　　 　 ＣＡ ＴＶ 用 　　 　　 　　 　 火災 報知 用

　 設備 機器 の固 定 は、 「建 築設 備 耐震 設計 ・施 工 指針 （建 設省 住 宅局 建築 指導 課 監修 ）」

・

　 　 梁貫 通部 の 補強 及 びス リー ブ

　　 天 井点 検 口

　　本工事

　　本工事 　　建築工事

仮 枠

補 強

　 　 床、 壁の 仮 枠及 び補 強

壁用 換 気 扇

有圧 換 気 扇

　　本工事

　　本工事

　　機械工事

　　機械工事

組 込 み機 器

１ ４． 耐 震施 工

１５ ． 他工 事 との 取合 い
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　 　 地上 波ア ン テナ マス ト（ ※ 　壁 面取 付 形　 　　 　　 　 自立 形）

　 　Ｂ Ｓ用 ア ンテ ナマ スト （ 　　 壁面 取付 形 　　 　　 　 　自 立形 ）

　　 白黒 方 式　 　　 　 　　 　　 　カ ラ ー方 式

　 　 受信 機　 Ｐ 形　 　１ 級　 　 １０ 回線 　　 　 壁掛 形　 　 　　 埋込 形

　 　 副受 信 機　 　 　回 線

　 　非 常ベ ル （自 動式 サイ レ ンを 含む ）

　　 機 器収 容箱 　 　　 専用 形（ 　 　埋 込形 　　 　 露出 形） 　　 　 屋内 消火 栓箱 に 組込 み

　 　非 常 放送 装 置

　　 連 動制 御器 　　 　 回線 （遠 方 復帰 機構 　 　　 回線 ）

　 　 自動 閉 鎖機 構

　 　 受信 機　 　 　回 線（ 　　 都 市ガ ス用 　 　　 　液 化石 油 ガス 用）

　 　 動力 設備 　 　　 　　 受変 電 設備 　　 　　 　 発電 設備 　　 　 　　 火災 報知 設 備

　 　壁 掛形 　 　　 　　 　 自立 形

　　 高圧 カ ット アウ ト 、が いし な ど

　　 避 雷 器

屋 外側 　 　　 ※　 一 般用 　　 　 　　 耐塩 用

※　 処理 者銘 板 取付 （屋 内 外共 、線 名、 作 業日 、氏 名 を表 示）

東北 電力 （ 株） 外線 工事 基 準（ 架空 線 編） に準 ず る。

定格 電圧 　 　　 ２０ ０ Ｖ　 １７ ６ Ｗ

　 　 高圧 負 荷開 閉器

●

●

幹線 　　 　 三相 ３線 式 　　 ２０ ０Ｖ 　 　５ ０Ｈ ｚ

分岐 　 　　 三相 ３ 線式 　　 ２ ００ Ｖ

※　 壁掛 形 （電 源装 置　 　 　※ 　内 蔵 　　 　　 　 別置 ）

※　 埋込 連 用形 配 線器 具　 　 　

　 電動 機な ど への 接続 は 本工 事と す る。

　 図示 以外 は 金属 管接 地 とす る 。

高 圧 　　 　三 相 ３線 式　 　 　６ ｋＶ 　　 ５ ０Ｈ ｚ

低 圧　 　　 三 相３ 線式 　 　２ ００ Ｖ

低圧 　 　　 単相 ３ 線式 　　 ２０ ０ Ｖ／ １０ ０ Ｖ

※ 　 キュ ービ ク ル式 配電 盤　 　 　　 　高 圧 スイ ッチ ギ ヤ

※ 　 限流 ヒュ ーズ 及 び高 圧負 荷 開閉 器（ ＰＦ － Ｓ） 　　 　　 高 圧交 流遮 断器 （ ＣＢ ）

　　 定 格遮 断電 流 　　 　　 　 ｋＡ

※　 無効 電 力検 出方 式 　　 　　 　　 　 力率 検出 方 式

※ 　非 常用 照明 器 具電 源、 受変 電 設備 制御 電 源共 用　 　　 　 　　 受変 電設 備 専用

用途 （ 　　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　）

容量 　 　　 　 　ｋ Ｖ Ａ

電 気方 式　 　 三相 ３線 式　 ５ ０Ｈ ｚ　 　　 電 圧　 　　 Ｖ　 　 　定 格出 力 　　 　ｋ ＶＡ

原 動 機

定格 出 力　 　　 　Ｋ Ｗ 以上 　　 　　 始 動方 式　 　※ 　 電気 式　 　　 　 　　 　空 気 式

　 　　 ｛　 　 　　 ＰＳ 以上 ｝ 　　 　冷 却方 式 　　 ※　 ラジ エ ータ 式　 　 　水 冷循 環式

定 格出 力　 　　 　 ＫＷ 以上 　　 　 　始 動方 式　 　 ※　 電気 式　 　 　　 　　 　 空気 式

原 動 機

電 気方 式　 　三 相 ３線 式　 ５０ Ｈ ｚ　 　　 電圧 　 　　 Ｖ　 　　 定 格出 力　 　 　ｋ ＶＡ

　 　 　｛ 　 　　 　Ｐ Ｓ 以上 ｝

種類 　 　　 　　 軽油 　 　　 　　 灯 油　 　　 　 　Ａ 重油

パ ワ ーコ ンデ ィ ショ ナ　 　単 相 ３線 式　 定 格出 力５ ．５ ｋ Ｗ

　 　 突針 　　 　 　　 　　 　む ね 上導 体　 　　 　 　笠 木（ 別 途） など

　 　 引下 げ導 線 　　 　※ 　 建築 構造 体 利用

※　 接地 極 埋設 　　 　 　　 建築 構 造体 利用

形 式　 　 　　 　

回 線数 　　 　内 線 　　 　／ 　　 　 回線 　　 　 　局 線　 　　 ／ 　　 　回 線

電 話機 １ 台に つき 、下 記 のも のを 見 込む

　　 ＥＭ － ＴＩ ＥＦ ０． ６ ５－ ２Ｃ （　 　 ２０ ｍ　 　 　　 　　 ｍ）

　 　 ＥＭ －Ｅ Ｂ Ｔ　 　０ ．４ － ２Ｐ （　 　２ ０ ｍ　 　　 　 　　 ｍ）

※ 　 銅合 金製 　 　　 　 　ア ルミ 製

※　 本工 事 　　 　　 　 　別 途 工事

種 類 （　 　１ ０Ｂ Ａ ＳＥ －Ｔ 　 　　 １０ ０Ｂ Ａ ＳＥ －Ｔ Ｘ　 　 　１ ００ ０Ｂ Ａ ＳＥ －Ｔ

　　 親時 計 　　 　回 線　 　 ※　 壁掛 形 　　 　　 自 立形

　　 情報 表示 盤 （　 発光 ダ イオ ード 式　 　 　磁 気浮 動式 　 　　 プラ ズマ 式 　　 　液 晶式 ）

　 （ 　　 電子 式チ ャ イム 組込 み 　　 　　 　プ ロ グラ ムタ イマ ー 組込 み）

　 　 増幅 器　 　 　　 Ｗ

　　 プロ ジ ェク タ　 　（ ※ 　前 面投 写 式　 　　 　背 面 投写 式）

　　 増幅 器 　　 ６０ Ｗ　 　 　※ 　卓 上形 　 　　 　キ ャ ビネ ット ラッ ク 形

　 　身 体障 害 者用 イン タ ーホ ン

　　 ト イレ 等呼 出 し装 置

　　 音 声誘 導 装置●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

幹 線　 　　 　相 　 線式 　　 　 　　 Ｖ　 　 ５０ Ｈｚ

分岐 　 　　 　相 　 線式 　　 　 　　 Ｖ

　 表玄 関 ポー チ　 　 約　 　　 ｍ 　　 　●

●

●

●

●

●

●

● ● ●

●

●

●

●●

●

● ●

●

●

●

●

●

●

●

●　　 　　 　Ａ Ｔ Ｍ　 　　 　 　　 　　 　　 　 　　 　　 　　 　 　　 　　 　　 　 　　 　）●

●

●

●

●

●

●

● ●

●

●

● ●

● ●

● ●

●●

●

●

●　 　 　　 　　 　 　作 表用 印字 装 置　 　　 　　 　 　雑 印字 装 置　 　　 形

　　 　 　　 　　 　 ＣＲ Ｔデ ィ スプ レイ

　 　管 路　 　 　　 　配 線 　　 　　 　 機器 類

※　 地 中埋 設式 　 　　 　　 架 空線 式

●●

●

事

項

通

共

般

一

特　 　 　　 　記 　 　　 　　 事 　　 　　 　 項

　 本工 事 に使 用す る設 備 機材 等は 、設 計 図書 に規 定す る もの 又は 、こ れ らと 同等 の もの

　 　　 ※　 な し　 　　 　　 あ り（ 　　 　　 　 　　 　　 　　 　 　　 　　 　　 　 　）

　 使用 する 機 材が 、（ 社） 公 共建 築協 会発 行 の「 建築 材料 ・ 設備 機材 等品 質 性能 評価 事業

事

項

通

共

般

一

　　 　 　　 　 　性 能証 明

項 　　 　 　　 目章

試験 成 績書 等 は除 く 。

工 事現 場に おく 電 気保 安技 術者 は 、当 該施 設の 電 気技 術員 及 び当 該施 設を 保 守管 理す る

東北 電気 保安 協 会等 を補 佐し 、 工事 期間 中の 電 気工 作物 の保 安 及び 工事 監理 の 業務 を行

う も のと す る。

別契 約 の関 係請 負者 の 定置 する 足場 、 さん 橋の 類 は、 無償 で使 用 でき る。

・ 水 ・そ の 他

修 復

工事 現 場の 安全 衛生 に 関す る管 理は 、 現場 代理 人が 責 任者 とな り建 築 基準 法、 労働 安 全

衛生 法 等の 関係 法 令等 に従 っ てこ れを 行う 。

工事 用仮 設電 力 ・水 等の 費用 、 官公 署等 への 諸 手続 等の 費用 、 及び 本電 源受 電 後引 渡し

又は 、 使用 開始 まで の 電気 料金 は、 関 係各 請負 業者 に おい て協 議の 上 負担 する こ と。

ただ し、 別契 約 の関 係請 負者 の 工程 に著 しい ず れの ある 場合 は 、こ の限 り でな い。

工事 の 施工 によ り、 建 造物 を破 損し 、 著し くは つり 、 穴明 け等 によ り 改造 しよ うと す る

場合 は 、直 ちに 監督 員 に報 告し 、そ の 施工 方法 等を 記 載し た詳 細図 を 提出 し、 監督 員 の

敷地 内 にお いて 、障 害 物並 びに 危険 物 を発 見し た時 、 又は 貴重 品と 思 われ る物 の発 掘 が

あっ た 場合 は、 監 督員 に報 告し そ の指 示を 受 ける 。

１ ． 適　 用 　基 　準 　 等

登 　 　録

　 　 標 準色 　 　メ ー カー の 標準 色 　　 指定 色 （　 　 　　 　　 　 ）

　 　 工事 写真 の撮 り 方　 建築 設備 編 （国 土交 通省 大 臣官 房官 庁営 繕 部監 修　 改訂 第 ３版 ）

とす る 。た だし 、こ れ らと 同等 の もの とす る場 合 は、 監督 員の 承 諾を 受け る。

（ 工事 カ ルテ ）

提出 す るこ と 。

承諾 を 得て 、す みや か に修 復、 若し く は改 造を 行う と 共に 、当 該工 事 前後 の状 況写 真 を

（ １ ）引 渡し を 要す る もの

２ ．機 　　 材 　　 等

３． 機 材の 品 質

４ ． 工事 実 績情 報 の

５ ．電 気保 安 技術 者

６ ．安 全 衛生 管理

７ ．

８． 足 場そ の 他

９． 建造 物 の破 損 、

１ ０ ．発 生材 の 処理

●

●

●

●

●

●

標準 仕 様書 第１ 編第 １ 章第 ４節 １． ４ ．２ （ｂ ） の品 質及 び性 能 を有 する こと の 証明

とな る資 料 の提 出を 省 略す るこ とが で きる 。た だし 、 標準 仕様 書に 規 定さ れる 製作 図 、

　 　 適用 す る。

　　 構 外指 示の 場 所に 搬出 す る。●

　 　　 ※　 なし 　 　　 　　 あ り（ 　　 ＰＣ Ｂ 使用 機器 　　 　 　　 　　 　　 　 　　 ）

（ ２ ）特 別管 理 産業 廃 棄物

● ● ●

　 　　 Ｐ ＣＢ 使用 機 器は 関係 法 令等 に従 い適 切 に処 理す る 。

　　 　 再利 用・ 減 量化 等を 含め た 発生 材の 処 理費 用は 別途 と する 。

減量 化等 を図 る もの とし 、 処理 方法 等は 監 督員 と協 議 する 。

（３ ）上 記（ １ ）（ ２） 以 外の 発生 材は 、 可能 な限 り中 間 処理 施設 等に お いて 再利 用

（４ ）産 業 廃棄 物 税に つい て

本工 事 で発 生す る建 設 廃棄 物の う ち、 岩手 県内 の 最終 処分 場（ 中 間処 理施 設経 由 を

含 む） に搬 入 され る産 業廃 棄 物に つい ては 、 岩手 県産 業 廃棄 物税 が課 税 され るの で

適 正に 処 理す る こと 。

　 　　 　 受入 れ施 設 名・ 住所 （ ㎞）

　 　　 　構 外 搬出 距離 　　 ㎞ を超 え　 　㎞ 以 下　 （Ｄ ＩＤ 地 区　 　　 有 　　 　無 ）

　　 建 設副 産物 適正 処 理推 進要 綱 に従 い処 理 する 。１１．建設発生土の処理 ●

● ●

　 　　 　（ 土 の処 分費 用 のみ 別途 と する ）

※　 構 内指 示の 場 所に 敷き な らす 。

　 　構 内指 示 の場 所 にた い積 す る。●

２ ．特 　 記　 仕　 様

１） 項 目番 号　 　 ・　 印の つ いた もの を適 用 する 。

２） 特 記事 項　 　 　　 印の 付 いた もの を適 用 する 。●

　　 印 の付 かな い場 合 は、 ※印 の 付い たも のを 適 用す る。●

　　 印と 　 ※　 印の 付 いた 場合 は 、共 に適 用す る 。●

１ ．共 　通 　 仕　 様

　．工　事　仕　様

プ ルス イッ チ 付電 池内 蔵 形非 常用 照 明器 具

防 雨形 器具 、 防湿 形器 具 、シ ーリ ン グラ イト 、

変圧 器総 容 量　 　　 　 　　 　ｋ Ｖ Ａ

※ 　低 圧 　 　 高 圧

※ 　 屋 内用 　　 屋 外 用●

●

太 陽 電池 アレ イ 公称 出力 　 　　 　５ ｋ Ｗ以 上

主 貯油 槽（ 地 下） 　　 　　 ※ 　な し　 　　 　 あり （　 　別 途 　　 　　 本 工事 ）● ●●

※ 燃 料 小出 槽

※　 一般 電話 用 　　 　　 個　 （ 　　 納入 す る　 　　 　　 取 付け る）● ●

　 　 ＶＴ Ｒ　 　　 　 　　 　　 （ ※　 Ｓ－ ＶＨ Ｓ 　　 　　 　Ｄ Ｖ 　　 　　 　　 　 　　 　）● ●

　　 低 圧　 　　 単 相２ 線式 　　 １ ００ Ｖ

　 　低 圧　 　　 単 相３ 線式 　 　２ ００ ／ １０ ０Ｖ

　 　低 圧　 　 　三 相３ 線 式　 　２ ０ ０Ｖ

　　 高圧 　 　　 三相 ３線 式 　　 ６ｋ Ｖ 　　 ５０ Ｈ ｚ

※ 　 地中 埋設 式 　　 　　 　 　　 　架 空 線式●

信

情
報

設

備

火

災

報

知

設

備

電

（２．５Ｙ　８．５／１）

１００

（　　ＡＶ－　　　　ＡＵ－２　　　ＢＳＡ－７５　　ＣＳＡ－　　）

　　（　　キャラクタ　形　　　グラフィック　形）

　　 　　 　 　　 　　 ※　 一 般用 　　 　 　　 耐重 塩じ ん 用

　　 　　 　 　　 　　 　　 　 　※ 　一 般 用　 　　 　 　耐 塩用

　　 ※ 　一 般用 　 　　 　　 耐 塩用

雷 保 護 設 備

駐 車 場 管 制 設 備

工事 用 の電 力 　屋 外 キュ ービ ク ル受 変電 設 備用 消火 器 　　本工事 　　支給品●● ●

　　 同上 消 火器 ボ ック ス 　　本工事 　　支給品●● ●

２

２

Ｐ Ｎ ９Ｈ１ ６ ，２ ４， ３ ２形 　Ｐ ３ ２， ４５ 形

●

● ● ●　 　 直管 形 　　 　 ● 環 形（ 　※ 　 Ｈｆ 形　 　 　　 一般 形　 　 　　 　　 　 　）

● ●　 　 コン パ クト 形　 　 　 ● 環 形（ 　※ 　 Ｈｆ 形　 　 　　 一般 形　 　 　　 　　 　 　）

●

保
護

ボ タン 電 話装 置 　　 Ｐ Ｂ Ｘ ● Ｉ Ｐ Ｐ ＢＸ ● Ｖ ｏＩ Ｐ サー バ

● 複合 防 災盤 組 込

１０ ． 入退 出管 理 設備 ●　 テ ンキ ー 式● 磁 気カ ー ド式 ● Ｉ Ｃカ ー ド式 ● バ イオ メ トリ ク ス式

● 配 管 ● 配 線 ● 機 器 ●

●　 　低 圧　 　 　単 相２ 線 式　 　２ ０ ０Ｖ
緊 急 通 報設 備

設備 機 材等 評価 名簿 （ 平成 ２５ 年 版） 」に よる 場 合は 、評 価書 の 写し をも って 、

工事 着 手前 に、 取外 し 機器 が接 続 され てい る分 岐 回路 の、 絶縁 抵 抗を 測定 する 。

取 外し 再使 用機 器 は、 清掃 及び 絶 縁抵 抗測 定 のう え、 取付 け る。

鉄 蓋

　 　金 属製 （ス テ ンレ ス、 新 金属 も含 む） 　 　　 　　 　 　樹 脂製

　 　現 場 打ち ハン ド ホー ル

　 　 県マ ー ク入 り

　　 重 荷重 型 防水

　 　ブ ロ ック ハン ド ホー ル

　 　 電気 マ ーク 入 り

　 　 中荷 重 型防 水●

●

● ●

●

●

●

●●

本工 事の 請負 者 は、 工事 期 間中 工事 目的 物 及び 工事 資材 に 対し て、 下記 に より 組立

保険 に加 入し 、 その 保険 証 書の 写し を監 督 員に 提出 す る。

加入 金 額

加入 時 期及 び 期間

請 負金 額 の１ ０ ０％

　 　 な し 　 　 あり● ●

　 　 本工 事は 建 物を 使用 し なが らの 工事 で ある こと 。●

資 材搬 入前 か ら工 事完 成 ３０ 日後 ま で

１７ ．フ ラ ッシ プ レー ト

１ ８ ．取 外 し機 器

１９ ． ハン ド ホー ル

２ ０ ．　 保 　　 険

２ １ ．　 経 年検 査

２ ２ ．　 施 工条 件

１ ６ ．接 地 線

保 護さ れて いる 回 路の 接地 線は 、 緑／ 黄の Ｅ Ｍ－ ＩＥ 電線 等 を使 用す る。

ＲＣ・鉄骨造

障

３ ． 調　 査 　地 　 点

４ ． 調査 チ ャン ネル 数

調

査

害

１ ． 目　 　 　　 　 的

２ ． 調　 査 　項 　 目

波

電

●

●

●

●

●

●

●　 　 事前 調査 　　 　 　　 　中 間 調査 　　 　　 　 　事 後調 査

（ 各チ ャ ンネ ル毎 ）

　 　 路上 　　 ５ ポイ ン ト

　 　 ＶＨ Ｆ 　　 　チ ャ ンネ ル

（ 各チ ャ ンネ ル毎 ） ●

Ｄ ／Ｕ 　 妨害 波 比●

　 　　 　 　　 ポ イン ト

　 　Ｕ Ｈ Ｆ　 　 ６チ ャン ネ ル

ア ナ ログ 　　 　※ 　 受信 レベ ル測 定 　　 　　 　 　※ 　画 像評 価 画像 撮影

　 　 報告 書 （写 真共 ） 　　 ２部

地 上 波デ ジタ ル　 　 　※ 　受 信レ ベ ル測 定（ 帯域 内 全電 力） 　※ 　 ＭＥ Ｒ　 変調 誤 差比

コ ン スタ レー ショ ン 　　 　※ 　 ＢＥ Ｒ　 ビ ット 誤り 率

ス ペク ト ラム 測 定●

※　 画 像評 価画 像 作成

５ ． 提　 出 　書 　 類

● ●

５ ． 住宅 用 火災 警報 器 ●　 　 煙感 知 器　 ２種 　 露出 ●　 　熱 感 知器 　定 温 式　 防水

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

７．Ｌ　Ｅ　Ｄ　灯

地上３階建

書類 名 規 　 格 部　数 備 　　 　 　　 考１ ２ ．完 成 時提 出 書類

出荷証明書、保証書、官公庁届出書類

写し、産業廃棄物処理関係書類（委託

完成図（修正設計図）、施工図、納入

仕様書、機器取扱説明書、試験成績書、

契約書、許可証、マニフェスト等）

写し、関係者・緊急連絡先一覧表等を

製 本仕 様

●

●

● 完成図書

市販ファイル

一括バインダー製本とする。

なお、１冊の厚さは１０㎝程度とする。

● 完成図

（修正設計図）

● 二つ折り製本 ● Ａ２判

● Ａ４判

●　　２ Ａ１判二つ折り

●　　２ Ａ３判二つ折り

● Ａ４判 ●　　２

● 施工図 ● 二つ折り製本 ● Ａ２判 ●　　２ Ａ１判二つ折り

● Ａ４判 ●　　２ Ａ３判二つ折り

● 完成写真 ● 市販ファイル ● Ａ４判 ●　　１

● 工事写真 ● 市販ファイル ● Ａ４判 ●　　１ 営繕工事写真撮影要領（国土交通省大臣

官房官庁営繕部）による。

● 保守管理案内書 ● 市販ファイル ● Ａ４判 ●　　２ 日常保守管理案内書（使用者が容易に

理解できるもの）

● 工事関係書類 ● 市販ファイル ● Ａ４判 ●　　１ 施工体制台帳・体系図、下請調書写し、

材料検収簿（監督員または補助監督員が

が認印したもの）等

● 電子納品 ● ＣＤ－Ｒまたは

ＤＶＤ－Ｒ

●　　２ 完成図（修正設計図）及び施工図のＣＡＤ

データ（元データ、ＪＷＷ，ＤＸＦ，ＰＤＦ等）

完成写真、工事写真のデータ（任意様式）

※「岩手県電子納品ガイドライン」には

金文字入黒表紙

必携 工 具 等

　　 検 電 器

　 　 懐中 電 灯

　 　 接地 抵 抗計

　 　テ ス ター 　 　 メガ ー

　 　 機器 製 作図

　　 ア ルミ 製 脚立

　　 ＋－ ド ライ バ ー 　 　プ ラ イヤ ー 　　 ペ ン チ 　　 鋼 性テ ー プ

　 　 照度 計 　　電界強度測定器 　 　カ ラー テ レビ

　　 施 工図

１３ ． 完成 検査 時 ●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

屋　内

　 ド レン ヒ ータ ー

　 トイ レ 凍結 防 止ヒ ータ ー●

　 　　 　　 　　 　 　　 　　 　 　ア ドレ ス

図 面及 び 特記 仕様 書に 記 載さ れて いな い事 項 は、 国土 交通 省 大臣 官房 官庁 営 繕部 監修 公共 建 築工 事標 準仕 様 書（ 電気

設備 工事 編） 最 新版 、同 公共 建 築改 修工 事標 準 仕様 書（ 電気 設 備工 事編 ）最 新 版、 同電 気設 備 工事 監理

指針 最新 版、 同 設備 ・環 境課 監 修公 共建 築 設備 工事 標準 図 （電 気設 備工 事 編） 最新 版に よ る。

　 　 撤去 工 事

地 上 ～ 窓 中 心

地 上 ～ 引 込 点

測 　 　 　 点

鏡 上 端 ～ 中 心

床 上 ～ 上 端廊 下 通 路 誘導 灯

者

用

壁 掛 形 制 御 盤

電磁開閉器用押ボタン

力

身

開 閉 器 箱

動

床 上 ～ 中 心

床 上 ～ 中 心

床 上 ～ 中 心

床 上 ～ 中 心

ブ ラ ケ ッ ト（ 一 般 ）

コ ン セ ン ト（ 厨 房 ）

コンセント（車庫）

コ ン セ ン ト （ 機 械 室 ）

ブ ラ ケ ッ ト（ 踊 場 ）

ブ ラ ケ ッ ト（ 鏡 上 ）

避 難 口 誘 導 灯

コ ン セ ン ト（ 屋 外 ）

灯

コ ン セ ン ト

地 上 ～ 中 心

床 上 ～ 中 心

床 上 ～ 中 心

床 上 ～ 下 端

床 上 ～ 中 心

床 上 ～ 中 心

床 上 ～ 下 端

床 上 ～ 中 心

コ ン セ ン ト（ 和 室 ）

分　電　盤（壁掛形）

コ ン セ ン ト（ 一 般 ）

コ ン セ ン ト（ 台 上 ）

電

通

床 上 ～ 中 心

床 上 ～ 中 心

床 上 ～ 中 心

床 上 ～ 中 心

台 上 ～ 下 端

床 上 ～ 中 心

引込線引留め高

機 　 　 　 　　 器

取 引 用 計 器
共

テ 機 器 収 容 箱

直列ユニット（一般）

直列ユニット（和室）

液化石油ガス用検知器
知

火

発 　 信 　 機

機 器 収 容 箱

表 　 示 　 灯

警 報 ベ ル報

災

受 　 信 　 機

副 受 信 機

ビ

レ

天 井 ～ 上 端

床 上 ～ 操 作 部

床 上 ～ 中 心

壁 付ア ッ テ ネ ー タ

等

壁 付 発 信 機

表 　 示 　 盤

・

表
示

警

報

壁 掛 形 親 時 計

計

拡

声

時

話

床 上 ～ 中 心

床 上 ～ 中 心

床 上 ～ 中 心

床 上 ～ 中 心

引 込 線 引 留 め 高

取 付 高 （ｍ ｍ ）

集 合 保 安 器 箱
電

地 上 ～ 引 込 点

機 　 　 　 　 　 器 測 　 　 　 点

　「機器取付高さ」は、下記を標準とする。 た だ し 、図 面 に 特 記 が 有 る 場 合は 、 特 記 に よ る 。

（上端２，０００以下） ８００～１，５００

８００～１，５００

壁付アウトレット（一般）

壁付アウトレット（和室）

壁付アウトレット（一般）

壁付アウトレット（和室）

都市ガス用検知器（重質）

２００

２５０

１５０

２５０

呼出ボタン（便所用）

壁 付 イ ン ター ホ ン

（ 親機 ）

壁 付 イ ン タ ー ホ ン

（ 玄関 子 機 ）

廊 下 表 示 灯

（ 復 旧 ボタ ン 付 ）

「 使 用 中 」 「 施 錠 中 」

表 示 灯

取 付 高

（上端２，０００以下）

（フ ァン用）

ス イ ッ チ 　 （ 一 般 ）

ス イ ッ チ 　（ 和 室 ）

（上端２，０００以下）

２００

３００

１，５００

３００

２００

１，５００

２，３００

２，３００

１，３００

２，３００

１，３００

２，３００

１，３００

１，３００

３００

２００

２００

３００

８００～１，５００

８００～１，５００

２，１００

２，３００

天 井～ 上 端

床 上～ 下 端

床 上～ 中 心

床 上 ～ 中 心

床 上 ～ 中 心

床 上 ～ 中 心

床 上～ 中 心

床 上～ 中 心

床 上 ～ 中 心

床 上 ～ 中 心

床 上～ 中 心

床 上 ～ 中 心

天 井～ 上 端

床 上～ 中 心

床 上 ～ 中 心

床 上 ～ 操 作 部

床 上 ～ 操 作 部

床 上 ～ 操 作 部

床 上 ～ 中 心

床 上～ 上 端

床 上～ 上 端

端 子 盤 （ 廊 下 、 室 内 ）

端 子 盤 （ Ｅ Ｐ Ｓ な ど ）

壁 付 子 時 計

壁 付 形 ス ピ ー カ

ベル，ブザー，チャイム

壁付押ボタン（一般）

壁付インターホン（一般）

都市ガス用検知器（軽質）

約１，８００

１，５００

１，３００

１，２００

３００

２００

１００

８００～１，０００

ファン 下端

１，３００

５００～１，０００

１，０００～１，３００

２，１００～２，３００

約２，５００

１５０

１，５００以上

１，０００以下

１，５００

１，５００

１，３００

９００

１，３００

１，１００

１，３００

１，５００

１，１００

床 上 ～ 中 心

床 上 ～ 中 心

床 上 ～ 中 心

床 上 ～ 中 心

床 上 ～ 中 心

障

（ｍｍ）

イ

ン

タ

ー
ホ
ン

１．撤　去　工　事 ●　　電灯設備　　　　　　拡声設備　　　　　　テレビ共同受信設備● ●

・
発
生
材
処
理

●　　発生材は、ガラス屑・金属屑・廃プラ等に分けて分別収集する。

●　　産業廃棄物の処置は、収集から最終処分までをマニフェスト交付を経て適正に処理する。

　　その他発生材の処理については、一般共通事項１０．発生材の処理による。

・
撤
去
工
事

１．発　生　材

２．産業廃棄物

●　　火災報知設備

●

・　別途指示による。

胆沢第二発電所

地下４階建

１５項　発電所 耐火

奥州市胆沢若柳字門ケ城６－１

延 面 積 （ ㎡ ）

１，２６９．００

増築・改修：電気設備工事　特記仕様書

増
築
・

改
修
:
電
気
設
備

工
事
 
特
記
仕

様
書
・

１

２

胆沢第二発電所建屋増築工事

１００



設 製計 担図 承当 認

設計図整理番号第　  　  　  　号

設計図番号

作成年月日

枚の内 枚

日月年

図面内容

縮    尺

特 記 及 訂 正 事 項

胆沢第二発電所建屋増築工事
令和７

Ｅ２１ ２

増築・改修：【撤去】照明器具　参考姿図

　
撤
去

：
照
明
器

具
　
参
考

姿
図
　
･
　

・３連結　×　３組

・２連結　×１３組

・単　体　×　２個

Ｎ＝１ Ｎ＝１ Ｎ＝１ Ｎ＝１３

Ｎ＝１

Ｎ＝１ Ｎ＝１ Ｎ＝８ Ｎ＝６ Ｎ＝１

Ｎ＝１ Ｎ＝１ Ｎ＝２Ｎ＝２ Ｎ＝４

Ｎ＝１

Ｎ＝２ Ｎ＝２ Ｎ＝１ Ｎ＝２

２

蛍光灯器具　露出形Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

ＦＬ４０Ｗ×２ ＦＬ４０Ｗ×２

蛍光灯器具　露出形（セード付） 白熱灯器具　シーリングライト 白熱灯器具　パイプペンダント 蛍光灯器具　露出形

ＦＬ４０Ｗ×２

Ｆ Ｈ Ｉ Ｊ

Ｋ Ｌ Ｍ Ｎ Ｏ

Ｐ Ｑ

白熱灯器具　スポットライト 白熱灯器具　シーリングライト

白熱灯器具　ブラケットライト

ＦＬ４０Ｗ×２

蛍光灯器具　露出形（カバー付）

ＦＬ４０Ｗ×２

蛍光灯器具　露出形（コーナー灯） ＨＩＤ灯器具　埋込形

ＨＩＤ２５０Ｗ

白熱灯器具　ブラケットライト

ＦＬ４０Ｗ×１

蛍光灯器具　露出形

ＦＬ４０Ｗ×１

蛍光灯器具　露出形（コーナー灯） 蛍光灯器具　露出形（防水形）

ＦＬ４０Ｗ×２

Ｒ Ｓ Ｔ

ＦＬ４０Ｗ×２

蛍光灯器具　露出形（笠付）蛍光灯器具　露出形

ＦＬ４０Ｗ×１

Ｇ蛍光灯器具　露出形

ＦＬ４０Ｗ×１

蛍光灯器具　露出形（防爆形）

ＦＬ４０Ｗ×１

白熱灯器具　露出形（防爆形）



設計図整理番号第　  　  　  　号

設計図番号

作成年月日

枚の内 枚

日月年

図面内容

縮    尺

令和７

設 製計 担図 承当 認 特 記 及 訂 正 事 項

胆沢第二発電所建屋増築工事

Ｎ

製

15
,
62
5

1,
8
75

3,
7
5
0

10
,
0
00

5
0
0

4
25

75 2,300 2,100 2,575 1,950 2,775 450 75

12,300

500 225

12,000

11,275

5
0
0

4
25

7
5

15
,
62
5

10
,
0
00

3,
7
5
0

1,
8
75

3,150 2,625

Ｂ

Ｃ

Ｃ’

Ａ

４ ３ ２

現況：１階平面図(E.L.170.00) ・ 1/100

３４ ２

３

Ｅ２１ ３

撤去：電灯設備　１階平面図

　
撤

去
：
電
灯

設
備
　
１

階
平
面
図

・
A
3
:1
/1
4
1.
4
0

A
2
:1
/
10
0

A2:1/100　A3:1/141.40

通気孔

ダクト
スペース

出入口

下ル

通路・階段室

配電盤室

Ａ－３７

Ｂ

Ｄ

Ｃ
Ｅ

事務室

廊下

※ ※

※※

※

（浄化槽）

９．記入なきシンボルは、下記による。　※全て、再使用しない。

シンボル 機　　器　　仕　　様

白熱灯器具　ブラケットライト

Ａ 蛍光灯器具　ＦＬ４０Ｗ×２　露出形

Ｂ 蛍光灯器具　ＦＬ４０Ｗ×２　露出形（セード付）

白熱灯器具　パイプペンダント

白熱灯器具　シーリングライト

Ｅ 蛍光灯器具　ＦＬ４０Ｗ×２　露出形

白熱灯器具　スポットライト

白熱灯器具　シーリングライト

Ｌ

Ｍ

ＨＩＤ灯器具　ＨＩＤ２５０Ｗ　埋込形

白熱灯器具　ブラケットライト

蛍光灯器具　ＦＬ４０Ｗ×１　露出形Ｆ

蛍光灯器具　ＦＬ４０Ｗ×１　露出形Ｑ

Ｒ 蛍光灯器具　ＦＬ４０Ｗ×２　露出形（笠付）

Ｓ

Ｔ 蛍光灯器具　ＦＬ４０Ｗ×２　露出形（防水形）

地下１階

数　　　量

計地下２階 地下３階 地下４階１階

３７

　１

　１

　１

　１

　２

　１

１０

　１

　１

　６

　８

　１

　１

　１

　２

　４

　１

　１

　２

３７

　１

　１

　１

１３

　２

　１

　１

　１

　６

　８

　１

　１

　２

　４

　１

　２

特記事項

３．機器搬入・搬出及び施工に際しては、十分な安全対策を行うこと。

４．機器の更新後、動作確認を行い、正常に作動することを確認すること。

２．工事範囲・作業工程については、事前に施設管理者及び監督員と綿密な打合せの上、決定とする。

１．改修工事内容は、下記による。

　１－２．ＥＶ増設に伴い、ＥＶ電源・インターホン・リモートメンテナンス・非常放送・防犯カメラ・火報設備工事

　１－３．電話交換機・電話機の更新工事

　１－１．建屋照明のＬＥＤ化工事

６．配電盤室の※印照明器具（埋込型・非常灯）は、既設のままとする。

５．ＬＥＤ化工事において、既設配線は再使用とするが絶縁抵抗を測定すること。

７．誘導灯は、既設のままとする。

８．機器類の撤去処分は、適正に処理すること。

蛍光灯器具　ＦＬ４０Ｗ×２　露出形（カバー付）

蛍光灯器具　ＦＬ４０Ｗ×２　露出形（コーナー灯）

蛍光灯器具　ＦＬ４０Ｗ×１　露出形（コーナー灯）

　２

蛍光灯器具　ＦＬ４０Ｗ×１　露出形（防爆形）Ｇ 　２

白熱灯器具　ブラケットライト（防爆形） 　１

蛍光灯器具　ＦＬ４０Ｗ×１　露出形Ｐ

４１ １９ １７ 　７ 　４

　２

　２

　１

階別計

Ｃ

Ｄ

Ｉ

Ｊ

Ｎ

Ｋ

Ｏ

Ｈ

女子トイレ
男子トイレ

女子
更衣室

送風機室



設計図整理番号第　  　  　  　号

設計図番号

作成年月日

枚の内 枚

日月年

図面内容

縮    尺

令和７

A2:1/100　A3:1/141.40

設 製計 担図 承当 認 特 記 及 訂 正 事 項

胆沢第二発電所建屋増築工事

Ｎ

製

16,000

7,500 8,500

16,000

3,
5
00

1
0,
0
00

1
3
,5
0
0

4,500

16,000

11,500500

5
0
0

1
3
,5
0
0

Ａ

Ｂ

Ｃ

地下中２階平面図(E.L.162.85) ・ 1/100地下１階平面図(E.L.164.70) ・ 1/100

撤去：電灯設備　地下１階・地下中２階平面図

Ｅ２１ ４

5,500 6,000 4,500

5,500 6,000 4,500

5
,0
0
0

1
3
,5
0
0

5
,
0
00

UP Down

倉庫

通気孔

浄化槽

荷卸ハッチ

蓄電池室

UP

ケーブル処理室

E.L162.850

床板張

ケーブル
シャフトコンパート

3,
5
00

3,
5
00

1
3
,5
0
0

1
0,
0
00

5
0
0

踊場 踊場 踊場

5
,0
0
0

荷卸ハッチ

3,
5
00

5
,
0
00

EX.Tr

Ａ

Ｂ

Ｃ

撤
去
：
電

灯
設
備
　

　
　
　
　

　
　
A
2:
1/
1
00

地
下
１
階

・
地
下
中

２
階
平
面

図
　
A
3:
1/
1
41
.
40

・

Ｅ

Ｅ
Ｉ

Ｅ

Ｅ

Ｆ

Ｈ

Ｇ

Ｇ
Ｅ

Ｅ

Ｊ

Ｉ

Ｅ Ｅ

Ｅ

Ｆ

Ｌ

Ｅ

Ｈ

キュービクル室

３４ ２ １ ３４ ２ １

16,000

5,500 6,000 4,500

２

階段

上ル

通気孔



設 製計 担図 承当 認

設計図整理番号第　  　  　  　号

設計図番号

作成年月日

枚の内 枚

日月年

図面内容

縮    尺

特 記 及 訂 正 事 項

胆沢第二発電所建屋増築工事
令和７

Ｎ

製

5
0
0

　　　　　　　  　　　地下２階平面図（E.L.151.93)･　1/100 　　地下３階平面図（E.L.146.83)･　1/100

1
3,
5
0
0

5
00

6,
0
0
0

4
,
00
0

10
,
0
00

3
,
5
00

３４ １２

水車

入口弁開口

防水扉

UP

UPDN

Ｂ

Ａ Ａ

AIR DUCT
U V W N CABLE

UP

DN

段差

風洞

Ｂ

ＣＣ

水車室
E.L.146.83

ゲート室
E.L.148.03

5,500

16,000

6,000 4,500

2,000 4,000

4
,
00
0

6,
0
0
0

3
,
5
00

10
,
0
00

1
,0
0
0

5
0
0

8,
0
00

1,
5
00

5,
0
0
0

3
,
00
01
3,
5
0
0

10
,
0
00

3
,
5
00

固定子基礎

下部ブラケット基礎

発電機

入口弁開口

冷却水

油倉庫

ハッチ

ローター休み孔

Ｅ２１

２

X1X2
18,500

X4 X3 X01 X02

300 5,700 8,275 3,925 300

7,625 10,275

A2:1/100　A3:1/141.40 ５

撤去：電灯設備　地下２階・地下３階平面図

地
下
２
階

・
地
下
３

階
平
面
図

　
　
A
3:
1/
1
41
.
40

撤
去
：
電

灯
設
備
　

　
　
　
　

　
　
A
2:
1/
1
00

・

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｎ

Ｎ

ＭＭ

Ｍ Ｍ Ｍ

Ｌ

Ｏ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｐ
Ｑ

Ｑ

ＲＲ

Ｒ Ｒ

※　　　　　は柱を示す



設 製計 担図 承当 認

設計図整理番号第　  　  　  　号

設計図番号

作成年月日

枚の内 枚

日月年

図面内容

縮    尺

特 記 及 訂 正 事 項

胆沢第二発電所建屋増築工事
令和７

Ｎ

製

地下４階平面図（E.L.141.53)･ 1/100

8
0
0

800

1,200 2,600 1,200 2,500 1,000 2,500

8,500

5
00

13
,
5
00

3
,
50
0

1
0
,
00
0

8,500

2,000

2,000 4,000

4,5004,000

4,000 4,500

3
,3
0
0

6
,
7
00

2
,3
5
0

2,
7
00

4
,0
0
0

3
5
0

φ4,00
0

13
,
5
00

3
,
50
0

Ａ

6
,
0
00

4
,0
0
0

1
0
,
00
0

16,000

6,000 4,500

３４ １２

Ｂ

Ｃ

5,500

Ｅ２１

※　　　　　は柱を示す

２

主弁基礎

ドラフト監査廊 E.L.141.53

E.L.
142.03

E.L.142.63

A2:1/100　A3:1/141.40

増築・改修：地下４階平面図

　
　
　
　
地
下

４
階
平
面

図
　
　
 
A
3:
1/
1
41
.
40

　
撤
去
：
電
灯

設
備
　
　

　
　
　
 
A
2:
1/
1
00

・

６

Ｔ

Ｔ

Ｅ

Ｓ



設 製計 担図 承当 認

設計図整理番号第　  　  　  　号

設計図番号

作成年月日

枚の内 枚

日月年

図面内容

縮    尺

特 記 及 訂 正 事 項

胆沢第二発電所建屋増築工事
令和７

Ｎ

製

（
既
設
）

（
新
設
）

排
水
Ｕ
字
溝

排
水
Ｕ
字
溝

1
5,
6
25

1
,8
7
5

3
,7
5
0

Ｂ

1
0,
0
0
0

42
5

1,
1
1
0

2
,
01
5

2
00

9
00

97
5

1
,8
7
5

Ｃ

Ｃ’

1,
7
50

50
0

4
2
5

12
5

Ａ

通気孔

出入口

既
存
側
溝

EXP.J

荷卸ハッチ

荷卸室

3
0
0

4
,9
7
5

5
,
50
0

上ル

7
,
07
5

1
,5
0
0

2
1
,
25
0

1
5,
9
7
5

Y2

Y1

Y2

（
新
設
）

排
水
Ｕ
字
溝

排
水
Ｕ
字
溝

犬走り

（
既
存
再
利
用
）

Y3

Ｂ

5
,
62
5

5
,
18
5

1
2
,
66
5

1
2
,
22
5

下ル

３４ １２

X1X3 X2
18,500

300300 5,700

6,200

8,275

上ル

出入口
上ル

スロープ

75 2,300 2,100 2,575 2,775 450 2,125 4,225

雑品庫・荷卸室

1
5
ｔ

テ
ル

ハ
(無

線
・

床
上

操
作

切
替

方
式

)

3
,
00
0

5,500 6,800

既
存
側
溝

出入口

出入口
スロープ

スロープ

ポーチ
出入口

ダクト
スペース

5
5
0

5
5
0

3,925

2,
4
5
0

2,
4
5
0

Y1

Y04

Y05

X4 X03 X04

18,500

配電盤室

EXP.J

EX
P.
J

通路・階段室

ＥＶ室

1,950

１
階
・
２

階
・
３
階

平
面
図
　

　
　
A
3:
1/
1
41
.
40

A2:1/100　A3:1/141.40 Ｅ２１

6,200

300 2005,700

1
,2
0
0 3
00

4,
9
75

下ル

5,
6
3
0

1
,5
5
5

6,
8
30

事務室

Y1

Y2

1,3351,345 3,520

X3X4

３階平面図(E.L.177.00)・1/100

1,
2
00 30

0
4
,
97
5

上ル下ル

1,
5
5
5

6
,
83
0

5
,
63
0

Y2

Y1

事務室

２階平面図(E.L.173.50) ・ 1/100

１階平面図(E.L.170.00)・1/100
※　　　　　は増築部分を示す

1
,
20
0

７

増築・改修：幹線・動力設備　１階・２階・３階平面図

・
増
築
・
改

修
：
幹
線

・
動
力
設

備
　
A
2:
1/
1
00

（浄化槽）

事務室

EXP.J
既
存
部
分
増
築
部
分

EX
P.
J

増
築
部
分
既
存
部
分

EX
P.
J

増
築
部
分
既
存
部
分

女子トイレ
男子トイレ

女子
更衣室

送風機室

室外機置場

3,
0
0
0

２

増
築
部
分

既
存
部
分 EXP.J

室外機置場

Ｌ－１－２

※ケーブル盛替え
ＥＭ－ＣＥＴ－１４.Ｅ１４

Ｌ－１－１

　ＥＭ－ＣＥＴ－１４°．Ｅ５．５°×３（天井内コロガシ）

WP

WP

WP

Ｍ

Ｍ

ＥＭ－ＣＥ５．５°－４Ｃ（１Ｅ）×３（天井内コロガシ）

※ｽﾘﾑﾀﾞｸﾄ内配線

室外機電源切離し・再接続

ＥＭ－ＣＥ５．５°－４Ｃ（１Ｅ）×３（ピット）

防雨入線カバー×３

　ＥＭ－ＣＥＴ－１４°．Ｅ５．５°（ＨＩＶＥ３６）　×２

Ｐ－１

　ＥＭ－ＣＥＴ－２２°．Ｅ１４°

　ＥＭ－ＣＥＴ－２２°．Ｅ５．５°（Ｅ３９）

　電気ホイスト１５ｔ　１４．８ＫＷ

・巻上モータ６．７ＫＷ×２＝１３．４ＫＷ

・横行モータ０．７ＫＷ×２＝　１．４ＫＷ

　重量シャッター　０．２５ＫＷ

　ＥＭ－ＣＥ３．５°－４Ｃ（１Ｅ）（Ｅ２５）

　重量シャッター　０．２５ＫＷ

　ＥＭ－ＣＥ３．５°－４Ｃ（１Ｅ）（Ｅ２５）

ＥＭ－ＣＥＴ－２２°．Ｅ１４°　　　（ピット）

ＥＭ－ＣＥＴ－１４°．Ｅ５．５°×４（ピット）

Ｌ－３

PAC

1

Ｌ－２

PAC

1

ＥＭ－ＣＥＴ－１４°．Ｅ５．５°（ＨＩＶＥ３６）　×２

ＥＭ－ＣＥＴ－１４°．Ｅ５．５°（ＨＩＶＥ３６）

　ＥＭ－ＣＥＴ－１４°．Ｅ５．５°（ＨＩＶＥ３６）



設 製計 担図 承当 認

設計図整理番号第　  　  　  　号

設計図番号

作成年月日

枚の内 枚

日月年

図面内容

縮    尺

特 記 及 訂 正 事 項

胆沢第二発電所建屋増築工事
令和７増築・改修：照明器具　参考姿図

増
築
・

改
修
：
照

明
器
具
　

参
考
姿
図

 ・

Ｅ２１ ８

２

・ＬＥＤ電球ビームランプ形

・寸法：径φ１４４×全長１５６×高さ１５２

・本体：アルミ　白

８．０Ｗ

Ｎ＝４

ＬＥＤ灯　直付型ＬＥＤベースライト　直付型　幅２３０ Ｂ

（住宅用分電盤－合成樹脂製・ドア付）（住宅用分電盤－合成樹脂製・ドア付）（鋼板製・壁付型）

ＬＥＤ流し元灯Ａ

Ｂ３

Ｂ１

Ｂ２

Ｎ＝３７

・３連結　×　３組

・２連結　×１３組

・単　体　×　２個

※連結ガイド　×１９個

Ｃ ＬＥＤ灯（コーナー灯）直付型

Ｎ＝３２

Ｄ Ｅ Ｆ ＧＬＥＤスポットライト（防雨形・センサー付）

Ｎ＝２

防爆形ＬＥＤ照明器具　ブラケット形

Ｎ＝２ Ｎ＝１

防爆形ＬＥＤ照明器具　ブラケット形

Ｈ ＬＥＤ灯　壁付型 Ｊ ＬＥＤスポットライト　直付型

Ｎ＝２

Ｋ ＬＥＤ高天井ダウンライト

Ｎ＝６

Ｌ ＬＥＤベースライト（防湿・防雨形）直付形

●非常用光源：ＬＥＤガラスレンズ

●電源ユニット内蔵（電圧１００～２４２Ｖ）

単体配置

●自己点検機能付

●本体：ＳＧＣ

●常用光源（ＬＥＤバー）：ポリカーボネート

●寸法：幅１２５×１４０７×高８４

●点検スイッチ付

１３．２

誘導灯定番号：３ＡＥ－１０５４
大臣認定番号：ＬＡＥ－０１３７

非常灯評定番号：Ｄ－ＬＡＬＨ－１１０

３．５３．３

１３．５１３．２１２．８１２．２

６．０ｍ

保守率　０．９３（照度２ルクスの範囲）

５．０ｍ４．５ｍ

３．１

４．０ｍ

２．８

３．５ｍ

２．５

１１．７

３．０ｍ

２．３

１１．２

２．６ｍ

２．２

１０．８

２．４ｍ

２．０

１０．４

２．１ｍ

１Ａ

１Ｂ

取付の高さ

非常用照明器具　センサー付階段灯ａ

３．８

ＬＥＫＴ４２３５２３ＪＮ－ＬＳ９相当

器具光束：５，２００[ｌｍ] 器具光束：２，５００[ｌｍ] １７．０Ｗ

器具光束：５，２００[ｌｍ] ３３．４Ｗ

器具光束：６，９００[ｌｍ]

・寸法：幅２３０×１，２２３×高さ５３

・本体：鋼板　白

・ＬＥＤバー：ポリカーボネート　乳白

４３．０Ｗ

器具光束：５，２００[ｌｍ] ３３．４Ｗ

・本体：鋼板　白

・ＬＥＤバー：ポリカーボネート　乳白

・寸法：幅１２０×１，２５０×高さ１２０

器具光束：４０５[ｌｍ] ７．１Ｗ器具光束：７００[ｌｍ] ２５．０Ｗ ２０．０Ｗ器具光束：３，６００[ｌｍ] 器具光束：１，６５０[ｌｍ]

・寸法：長さ７２２×幅３５４×高さ２６０

・ハブ寸法：１６

・本体：アルミダイカスト　ウレタン樹脂塗装

器具光束：５，０００[ｌｍ] ３２．５Ｗ １１．７Ｗ器具光束：１，０００[ｌｍ]

（２５０Ｗ　メタルハライドランプ器具相当）

・寸法：径２０９×高さ３２０

・ハブ寸法：１６

・グローブ：硬質ガラス
・本体：アルミダイカスト　メラミン樹脂焼付塗装

１０８．０Ｗ器具光束：１４，０００[ｌｍ] ４３．０Ｗ器具光束：５，８５０[ｌｍ]

・質量：６．６ｋｇ

・埋込穴径：φ３５０

・寸法：径φ４０４×高さ３１９

・本体：鋼板
・化粧枠：鋼板　バージンホワイト

・反射板：アルミニウム　銀色鏡面

・下面カバー：ポリカーボネート樹脂　透明・拡散仕上げ

・寸法：幅７１×１，２５０×高さ１２０

・本体：鋼板　白

・ＬＥＤバー：ポリカーボネート　乳白

４０タイプ　器具光束２５００[ｌｍ]タイプ　　　２１．６Ｗ　

ＬＥＫＳＳ４１２４３ＮＹ－ＬＤ相当

Ｂ１：ＬＥＫＴ４１２２５３Ｎ－ＬＳ９相当

Ｂ２：ＬＥＫＴ４１２５２３Ｎ－ＬＳ９相当

Ｂ３：ＬＥＫＴ４１２６９３Ｎ－ＬＳ９相当 ＬＥＫＴ４１３５２３ＭＮ－ＬＳ９相当

ＬＥＫＴ４１１５２３Ｎ－ＬＳ９相当 ＬＥＤＣ－４２００１Ｆ（Ｗ）相当 ＬＥＤＤ－１００３７Ｎ－ＬＤ９相当 ＬＥＫＴＷ４０７６９４Ｎ－ＬＳ９＋ＨＲ－４１８５Ｗ相当

ＬＥＤＢ８３１３３＋ＬＤＭ１５ＳＳ・Ｎ／８／７相当 ＬＥＤＳ８８９０１Ｙ（Ｓ）Ｍ＋ＬＤＲ７Ｎ－Ｗ相当 ＬＥＤＱ－３６８６１ＳＥＢ－ＬＳ９相当 ＬＥＤＱ－１０８６３ＳＥＢ－ＬＳ９相当Ｎ＝１

Ｎ＝５

Ｎ＝１

Ｎ＝１８

Ｎ＝３ Ｎ＝２

照明器具参考姿図

３３．４Ｗ

Ｐ－１　結線図 Ｌ－１－１　結線図 Ｌ－２．Ｌ－３　結線図

ＭＣＣＢ　２Ｐ　２０Ａ（１００Ｖ）　×１２ＭＣＣＢ　２Ｐ　２０Ａ（１００Ｖ）　×１２

コンセント

（　ＡＴ　）

配　線　用

遮　断　器負 荷 名 称 №

MCCB 2P 20A

MCCB 2P 20A

MCCB 2P 20A

MCCB 2P 20A

（　ＡＴ　）

配　線　用

遮　断　器№

６０／６０ＡＴ

容　量

（ＶＡ）

容　量

（ＶＡ）

MCCB 2P 20AMCCB 2P 20A

コンセント

２

６

８

10

12

１

３

５

７

９

11

ＥＭ－ＣＥＴ－１４°

MCCB 2P 20A

MCCB 2P 20A

予　備予　備 MCCB 2P 20A

予　備

予　備

MCCB 2P 20A 予　備予　備

予　備

予　備 MCCB 2P 20AMCCB 2P 20A

電　灯 コンセント

負 荷 名 称

非常照明Ａ

（　ＡＴ　）

配　線　用

遮　断　器負 荷 名 称 №

MCCB 2P 20A

MCCB 2P 20A

MCCB 2P 20A

MCCB 2P 20A

（　ＡＴ　）

配　線　用

遮　断　器№

ＥＬＣＢ

６０／６０ＡＴ

容　量

（ＶＡ）

容　量

（ＶＡ）

MCCB 2P 20A

コンセント

２

４

８

10

12

１

３

５

７

９

11

ＥＭ－ＣＥＴ－１４°

MCCB 2P 20A

MCCB 2P 20A コンセント

予　備予　備 MCCB 2P 20A

予　備

MCCB 2P 20A

予　備 MCCB 2P 20AMCCB 2P 20A

電　灯 コンセント

負 荷 名 称

コンセント

ＥＬＣＢ

３Ｐ１００／１００Ａ

（１５．３ＫＷ）

電気ホイスト 予　備

０．２５

ＭＣＣＢ３Ｐ
３０ＡＦ／　
１５ＡＴ

ＣＢＡ Ｄ

重量シャッター

ＥＭ－ＣＥＴ－２２°

０．２５１４．８

重量シャッター

ＭＣＣＢ３Ｐ
３０ＡＦ／　
１５ＡＴ

ＭＣＣＢ３Ｐ
３０ＡＦ／　
３０ＡＴ

ＭＣＣＢ３Ｐ
１００ＡＦ／　
１００ＡＴ

６

ＥＶ制御盤 MCCB 2P 20A ﾒﾝﾃﾅﾝｽ用ｺﾝｾﾝﾄ

600

450 100

150 300

150150

1440 1150

300

 20

450

450

750 470

３φ３Ｗ－２００Ｖ

720

２Ｐ
ＥＬＣＢ
２Ｐ

１φ２Ｗ－１００Ｖ １φ２Ｗ－１００Ｖ



設 製計 担図 承当 認

設計図整理番号第　  　  　  　号

設計図番号

作成年月日

枚の内 枚

日月年

図面内容

縮    尺

特 記 及 訂 正 事 項

胆沢第二発電所建屋増築工事
令和７

Ｎ

製

（
既
設
）

（
新
設
）

排
水
Ｕ
字
溝

排
水
Ｕ
字
溝

1
5,
6
25

1
,8
7
5

3
,7
5
0

Ｂ

1
0,
0
0
0

42
5

1,
1
1
0

2
,
01
5

2
00

9
00

97
5

1
,8
7
5

Ｃ

Ｃ’

1,
7
50

50
0

4
2
5

12
5

Ａ

通気孔

3
20

出入口

既
存
側
溝

EXP.J

荷卸ハッチ

荷卸室

3
0
0

4
,9
7
5

5
,
50
0

上ル

7
,
07
5

1
,5
0
0

2
1
,
25
0

1
5,
9
7
5

Y2

Y1

Y2

（
新
設
）

排
水
Ｕ
字
溝

排
水
Ｕ
字
溝

犬走り

（
既
存
再
利
用
）

Y3

Ｂ

5
,
62
5

5
,
18
5

1
2
,
66
5

1
2
,
22
5

下ル

３４ １２

X1X3 X2
18,500

300300 5,700

6,200

8,275

上ル

出入口
上ル

スロープ

75 2,300 2,100 2,575 2,775 450 2,125 4,225

雑品庫・荷卸室

1
5
ｔ

テ
ル

ハ
(無

線
・

床
上

操
作

切
替

方
式

)

事務室

3
,
00
0

5,500 6,800

EX
P.
J

既
存
部
分

増
築
部
分

EXP.J
既
存
部
分
増
築
部
分

既
存
側
溝

出入口

出入口
スロープ

スロープ

ポーチ
出入口

ダクト
スペース

5
5
0

5
5
0

3,925

2,
4
5
0

2,
4
5
0

Y1

Y04

Y05

X4 X03 X04

18,500

配電盤室

EXP.J

EX
P.
J

通路・階段室

ＥＶ室

1,950

１
階
・
２

階
・
３
階

平
面
図
　

　
　
A
3:
1/
1
41
.
40

　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
 
・

A2:1/100　A3:1/141.40 Ｅ２１ ９

増築・改修：電灯設備　１階・２階・３階平面図

増
築
・
改

修
：
電
灯

設
備
　
　

　
　
A
2:
1/
1
00

6,200

300 2005,700

1
,2
0
0 3
00

4,
9
75

下ル

5,
6
3
0

1
,5
5
5

6,
8
30

事務室

Y1

Y2

1,3351,345 3,520

EX
P.
J

増
築
部
分
既
存
部
分

X3X4

３階平面図(E.L.177.00)・1/100

1,
2
00 30

0
4
,
97
5

上ル下ル

1,
5
5
5

6
,
83
0

5
,
63
0

Y2

Y1

事務室

２階平面図(E.L.173.50) ・ 1/100

１階平面図(E.L.170.00)・1/100
※　　　　　は増築部分を示す

1
,
20
0

（浄化槽）

女子トイレ
男子トイレ

女子
更衣室

3
,0
0
0

室外機置場

室外機置場

EX
P.
J

増
築
部
分
既
存
部
分

２

送風機室

Ａ－３７

ａ

Ｌ

Ｄ

Ｂ１

Ｅ

Ｂ３－６

Ｂ２

Ｃ
Ｂ２

Ｃ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

ａ

Ｂ３－６

Ｂ３－６

１．図中、記入なき配管・配線は、下記による。

特記事項

ＥＭ－ＥＥＦ　１．６－２Ｃ

ＥＭ－ＥＥＦ　１．６－３Ｃ

ＥＭ－ＥＥＦ　２．０－２Ｃ

ＥＭ－ＥＥＦ　１．６－３Ｃ（１Ｅ）

ＥＭ－ＥＥＦ　２．０－３Ｃ（１Ｅ）

（ＰＦ１６）

（ＰＦ１６）

（ＰＦ１６）

（ＰＦ２２）

２．壁立上り・立下り及び貫通部分は、ＰＦ管にて保護のこと。

３．防火区画貫通部分については、防火処理を施すこと。

（保護管）

（ＰＦ１６）

シンボル 名　　称　・　適　　用

埋込スイッチ　１Ｐ１５Ａ

埋込スイッチ　１ＰＬ１５Ａ

コントロールスイッチ（機械設備支給品取付）

Ｌ

４．配電盤室の※印照明器具(埋込型・非常灯)は、既設のままとする。

５．図中、記入なきシンボルは、下記による。（配線器具プレートは金属製とする）

　ＥＭ－ＥＥＦ　１．６－３Ｃ（ＰＦ１６）

※ ※

※※

※

　ＥＭ－ＥＥＦ　１．６－３Ｃ（ＰＦ１６）

Ｅ

Ｈ

Ｌ－１－１

ABC粉末消火器10型

消

ABC粉末消火器10型

消

ABC粉末消火器10型

消

ABC粉末消火器10型

消



設 製計 担図 承当 認

設計図整理番号第　  　  　  　号

設計図番号

作成年月日

枚の内 枚

日月年

図面内容

縮    尺

特 記 及 訂 正 事 項

胆沢第二発電所建屋増築工事
令和７

A2:1/100　A3:1/141.40

Ｎ

製

1
3,
5
00

UP Down

倉庫

通気孔

荷卸ハッチ

踊場

3
,
50
0

5
,
00
0

5,
0
0
0

10
,
00
0

1
3,
5
00

3
,
50
0

70
0

3
,
2
50

7
0
0

ＥＶ室

EXP.J

廊下

Ａ

Y2

7
,0
7
5

キュービクル室

ケーブル
シャフトコンパート

E.L154.18

踊場 踊場

E.L159.73

5,
0
0
0

4
,0
0
0

3,500

荷卸ハッチ

3
,
50
0

5
,
00
0 1
3,
5
00

16,000

5,500 6,000 4,500

昇降路

3
,
50
0

10
,
00
0

1
3,
5
00

5
0
0

Ａ

Y2

7
,0
7
5

Y1

5
0
0

Ｂ

蓄電池室

通気孔

16,000

5,500 6,000 4,500

Y1

３４ ２ １ ３４ ２ １

7,500 8,500

X1X2
18,500

X4 X3 X01 X02

4,400 2,075

300 5,700 8,275 3,925 300

7,625 10,275

X1X2
18,500

X4 X3 X01 X02

1,800 4,400 2,075

300 5,700 8,275 3,925 300

7,625 10,275
5
0
0

5,
9
25

1
0
0

3
0
0

6
75

5,
9
25

1
0
0

3
0
0

6
75

Y03 Y03

Y02 Y02

Y01 Y01

6
,
52
5

6
,
52
5

7,500 8,500

1,800

250 3,900 250 250 3,900 250

Ｂ

Ｃ Ｃ

6
,0
0
0

6,
0
00

UP

既
存
部
分
増
築
部
分

EXP.J EX
P.
J

既
存
部
分

増
築
部
分

既
存
部
分
増
築
部
分

EXP.J EX
P.
J

既
存
部
分

増
築
部
分

OPEN
(埋土)

地下１階平面図(E.L.164.70) ・ 1/100 地下中２階平面図(E.L.162.85) ・ 1/100

　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
 
・

地
下
１
階

・
地
下
中

２
階
平
面

図
　
A
3:
1/
1
41
.
40

ケーブル処理室

E.L162.850

床板張

階段

上ル

Ｃ

Ｃ

Ｃ

ＣＣ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｇ

Ｆ

Ｆ
Ｃ

Ｃ Ｃ

Ｊ

Ｊ

Ｃ

Ｌ

Ｂ２

Ｃ

増築・改修：電灯設備　地下１階・地下中２平面図

増
築
・
改

修
：
電
灯

設
備
　
　

　
　
A
2:
1/
1
00

Ｅ２１ １０

２

※　　　　　は増築部分を示す

ABC粉末消火器10型

消

ABC粉末消火器10型

消

ABC粉末消火器10型

消



設 製計 担図 承当 認

設計図整理番号第　  　  　  　号

設計図番号

作成年月日

枚の内 枚

日月年

図面内容

縮    尺

特 記 及 訂 正 事 項

胆沢第二発電所建屋増築工事
令和７

A2:1/100　A3:1/141.40

Ｎ

製

※　　　　　は柱を示す

7
,0
7
5

5
0
0

2
,
1
00

1
,
0
00

5,
9
2
5

1
0
0

1,
8
25

1,
0
00

30
0

6
7
5

　　　　　　　  　（E.L.151.93) 　　　　　　　  　（E.L.146.83)　　地下２階平面図　　　　　　　･　1/100 　　地下３階平面図　　　　　　　･　1/100

1
3,
5
0
0

5
00

6,
0
0
0

4
,
00
0

10
,
0
00

3
,
5
00

Ｃ

Ｃ Ｃ Ｃ
Ｃ

Ｂ２

Ｃ Ｃ Ｃ

Ｃ

Ｋ

Ｋ Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

３４ １２

水車

入口弁開口

防水扉

UP

UPDN

ＥＶ室

廊下

Y2

Y1

Ｂ

Ａ Ａ

6
,
52
5

AIR DUCT
U V W N CABLE

UP

DN

段差

風洞

X1X2
18,500

X4 X3 X01 X02

300 5,700 8,275 3,925 300

7,625 10,275

4,400 2,0751,800

Ｂ

ＣＣ

EX
P.
J

既
存
部
分

増
築
部
分

給気開口：W260×H1,000（建築工事)

水車室
E.L.146.83

ゲート室
E.L.148.03

5,500

16,000

6,000 4,500

2,000 4,000

4
,
00
0

6,
0
0
0

3
,
5
00

10
,
0
00

1
,0
0
0

5
0
0

8,
0
00

1,
5
00

5,
0
0
0

3
,
00
01
3,
5
0
0

10
,
0
00

3
,
5
00

既
存
部
分
増
築
部
分

EXP.J

固定子基礎

下部ブラケット基礎

発電機

入口弁開口

冷却水

油倉庫

ハッチ

ローター休み孔

EXP.J

Ｃ

Ｃ

Ｃ Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

増築・改修：電灯設備　地下２階・地下３平面図

地
下
２

階
・
地
下

３
階
平
面

図
　
　
A
3
:1
/1
4
1.
40

増
築
・

改
修
：
電

灯
設
備
　

　
　
　
A
2
:1
/1
0
0

・

Ｅ２１ １１

２

※　　　　　は増築部分を示す

ABC粉末消火器10型

消

ABC粉末消火器10型

消



設 製計 担図 承当 認

設計図整理番号第　  　  　  　号

設計図番号

作成年月日

枚の内 枚

日月年

図面内容

縮    尺

特 記 及 訂 正 事 項

胆沢第二発電所建屋増築工事
令和７

A2:1/100　A3:1/141.40

Ｎ

製

　　　　　　　  　（E.L.141.53)地下４階平面図　　　　　　　･ 1/100

8
0
0

800

1,200 2,600 1,200 2,500 1,000 2,500

8,500

5
00

13
,
5
00

3
,
50
0

1
0
,
00
0

8,500

2,000

2,000 4,000

4,5004,000

4,000 4,500

3
,3
0
0

6
,
7
00

2
,3
5
0

2,
7
00

4
,0
0
0

3
5
0

φ4,00
0

主弁基礎

ドラフト監査廊 E.L.141.53

E.L.
142.03

E.L.142.63

Ｃ

Ｂ２

Ｌ

Ｌ

増築・改修：電灯設備　地下４階平面図

増
築
・
改
修
：

電
灯
設
備

　
　
　
　

 A
2:
1
/1
0
0

　
　
　
　
　
　

地
下
４
階

平
面
図
　

 A
3:
1
/1
4
1.
40

・

13
,
5
00

3
,
50
0

Ａ

6
,
0
00

4
,0
0
0

1
0
,
00
0

16,000

6,000 4,500

３４ １２

Ｂ

Ｃ

5,500

１２Ｅ２１

※　　　　　は柱を示す

２

ABC粉末消火器10型

消



設 製計 担図 承当 認

設計図整理番号第　  　  　  　号

設計図番号

作成年月日

枚の内 枚

日月年

図面内容

縮    尺

特 記 及 訂 正 事 項

胆沢第二発電所建屋増築工事
令和７

Ｎ

製

（
既
設
）

（
新
設
）

排
水
Ｕ
字
溝

排
水
Ｕ
字
溝

1
5,
6
25

1
,8
7
5

3
,7
5
0

Ｂ

1
0,
0
0
0

42
5

1,
1
1
0

2
,
01
5

2
00

9
00

97
5

1
,8
7
5

Ｃ

Ｃ’

1,
7
50

50
0

4
2
5

12
5

Ａ

通気孔

出入口

既
存
側
溝

EXP.J

荷卸ハッチ

荷卸室

3
0
0

4
,9
7
5

5
,
50
0

7
,
07
5

1
,5
0
0

2
1
,
25
0

1
5,
9
7
5

Y2

Y1

Y2

（
新
設
）

排
水
Ｕ
字
溝

排
水
Ｕ
字
溝

犬走り

（
既
存
再
利
用
）

Y3

Ｂ

5
,
62
5

5
,
18
5

1
2
,
66
5

1
2
,
22
5

下ル

３４ １２

X1X3 X2
18,500

300300 5,700

6,200

8,275

上ル

出入口
上ル

スロープ

75 2,300 2,100 2,575 2,775 450 2,125 4,225

雑品庫・荷卸室

1
5
ｔ

テ
ル

ハ
(無

線
・

床
上

操
作

切
替

方
式

)

3
,
00
0

5,500 6,800

EX
P.
J

既
存
部
分

増
築
部
分

既
存
側
溝

出入口

出入口
スロープ

スロープ

ポーチ
出入口

ダクト
スペース

5
5
0

5
5
0

3,925

2,
4
5
0

2,
4
5
0

Y1

Y04

Y05

X4 X03 X04

18,500

配電盤室

EXP.J

EX
P.
J

通路・階段室

ＥＶ室

1,950

１
階
・
２

階
・
３
階

平
面
図
　

　
　
A
3:
1/
1
41
.
40

A2:1/100　A3:1/141.40

6,200

300 2005,700

1
,2
0
0 3
00

4,
9
75

5,
6
3
0

1
,5
5
5

6,
8
30

事務室

Y1

Y2

1,3351,345 3,520

X3X4

３階平面図(E.L.177.00)・1/100

1,
2
00 30

0
4
,
97
5

1,
5
5
5

6
,
83
0

5
,
63
0

Y2

Y1

事務室

２階平面図(E.L.173.50) ・ 1/100

１階平面図(E.L.170.00)・1/100
※　　　　　は増築部分を示す

1
,
20
0

・ （浄化槽）

事務室

EXP.J
既
存
部
分
増
築
部
分

EX
P.
J

増
築
部
分
既
存
部
分

EX
P.
J

増
築
部
分
既
存
部
分

Ｅ２１

増築・改修：コンセント設備　１階・２階・３階平面図

増
築
・
改

修
：
コ
ン

セ
ン
ト
設

備
　
A
2:
1/
1
00

2E
2E 2E

2E

　　※既設配線接続

2E

2E

2E 2E

2E

2E

６

ＷＰ ＷＰ

2E 2E

2E

2E 2E

2E

2E 2E

2E

2E 2E

2E

2E

2E2E

2E2E

2E

１．図中、記入なき配管・配線は、下記による。

（保護管）

（ＰＦ２２）

■　コンセント設備

特記事項

５．特記なき位置ボックスは、樹脂製Ｏ．Ｂ１０２°×４４とする。

６．配線器具プレートは、金属製プレートとする。

ＥＭ－ＥＥＦ　２．０－３Ｃ（１Ｅ）

２．壁立上り・立下り及び貫通部分は、ＰＦ管にて保護のこと。

３．防火区画貫通部分については、防火処理を施すこと。

2ET

2E

シンボル 名　　称　・　適　　用

埋込コンセント　２Ｐ１５Ａ×２（接地極付）

埋込コンセント　２Ｐ１５Ａ×２（接地端子付）

４．図中、記入なきシンボルは、下記による。（配線器具プレートは金属製とする）

WP 埋込コンセント　２Ｐ１５Ａ×２（防水形接地極付屋根式）

UP

DW

DW UP

2ET

2ET

１３

女子トイレ
男子トイレ

女子
更衣室

送風機室

3
,0
0
0

室外機置場

室外機置場

２



設 製計 担図 承当 認

設計図整理番号第　  　  　  　号

設計図番号

作成年月日

枚の内 枚

日月年

図面内容

縮    尺

特 記 及 訂 正 事 項

胆沢第二発電所建屋増築工事
令和７

A2:1/100　A3:1/141.40

Ｎ

製

Ｅ２１ １４

増築・改修：コンセント設備　地下２階平面図

地
下
２

階
平
面
図

　
　
　
　

　
　
　
A
3
:1
/1
4
1.
40

増
築
・

改
修
：
コ

ン
セ
ン
ト

設
備
　
A
2
:1
/1
0
0

・

7
,0
7
5

5
0
0

2
,
1
00

1
,
0
00

5,
9
2
5

1
0
0

1,
8
25

1,
0
00

30
0

6
7
5

　　　　　　　  　（E.L.151.93)　　地下２階平面図　　　　　　　･　1/100

1
3,
5
0
0

5
00

6,
0
0
0

4
,
00
0

10
,
0
00

3
,
5
00

ＥＶ室

廊下

Y2

Y1

Ｂ

Ａ

6
,
52
5

AIR DUCT
U V W N CABLE

UP

DN

風洞

X1X2
18,500

X4 X3 X01 X02

300 5,700 8,275 3,925 300

7,625 10,275

4,400 2,0751,800

Ｃ

EX
P.
J

既
存
部
分

増
築
部
分

給気開口：W260×H1,000（建築工事)

10
,
0
00

3
,
5
00

固定子基礎

下部ブラケット基礎

発電機

入口弁開口

冷却水

油倉庫

ハッチ

ローター休み孔

EXP.J

EXP.J 2E

２

増
築
部
分

既
存
部
分 ピット点検用コンセント

※Ｈ＝地下２階ＦＬ＋２００

　ＥＭ－ＩＥ　２．０×２．Ｅ２．０（Ｅ１９）

　※１階　Ｌ－１－１へ

※　　　　　は柱を示す

※　　　　　は増築部分を示す



設 製計 担図 承当 認

設計図整理番号第　  　  　  　号

設計図番号

作成年月日

枚の内 枚

日月年

図面内容

縮    尺

特 記 及 訂 正 事 項

胆沢第二発電所建屋増築工事
令和７

Ｅ２１

1)

2)
3)

項
1 1 台
2 1 式
3 台
4 台
5 台
6 台
7 台
8 台
9 台

10 台
11 台
12 台
13 台
14 台
15 台

回線種別

IP電話回線 ch ch ch
アナログ 回線 回線 回線
INS64 ch ch ch
INS1500 ch ch ch
IP専用線（SIP) ch ch ch
市外専用線（OD) 回線 回線 回線
市内専用線（LD) 回線 回線 回線
多機能内線 回線 回線 回線
一般内線 回線 回線 回線
IP多機能内線 回線 回線 回線
IP一般内線 回線 回線 回線
PHS基地局 回線 回線 回線
ドアホン 回線 回線 回線
放送装置 回線 回線 回線
ナースコール回線 回線 回線 回線

4-1.
1)

数　　量
現　用 実　装 容　量

備　　考

通話路方式 時分割交換

項目 方式

制御方式 蓄積プログラム制御

４．機器仕様

電話交換機本体
交換方式

その他

内線

専用線

局線

３．収容回線

PHS
PHS基地局

一般電話機
IP多機能電話機

カールコードレス電話機(CL)

電話交換設備について適用する。

２．機器構成

品　　名 数　　量 備　　考

電話交換機本体

　　　　１．概要

コードレス電話機（Wsd)

バッテリー
多機能電話機

5)

・・・M/L/XLタイプ

0.4mmφ 0.5mmφ 0.65mmφ

165 265 440

335 530 880

4060 6410 10610

2線接続 520 820 1300

4線接続 1000 1600 2000

2線接続 100 200 300

4線接続 200 400 600

1000 1600 2600

IP電話機

市外専用線（OD) 300Ω以下

アナログ電話機（長距離） 1500Ω以下 内線抵抗300Ω含む

PHS基地局

150Ω
以下

アナログ電話機 400Ω以下 内線抵抗300Ω含む

4CDLC-01A

35Ω
以下

2CDLC-01A

IP多機能電話機
CAT5e LANケーブルにて100m以下

集中受付装置（DSS)

状態表示盤
40Ω以下 135 210 350

デジタルコードレス電話機（DC)

コードレス電話機（Wsd)

多機能電話機 50Ω以下

多機能電話機＋停電ユニットA

20Ω以下 65 105 175

多機能電話機＋停電ユニットI

カールコードレス電話機(CL)

品　　名 ループ抵抗 記　　事

電気的特性（線路条件）

64bitプロセッサ

自然空冷

一重化

処理装置

冷却方式

冗長方式

2)

3)

①

②

4)

入力電源 ＡＣ１００Ｖ±１０Ｖ、４８～６２Ｈｚ

環境条件

周辺温度 バッテリ内蔵時 ０～＋３５℃

バッテリ外付時 ０～＋４０℃

トラフィック条件

内線電話機1台あたりの呼量は最大７HCSとする。

湿度 ２０～８５％ＲＨ 結露のないこと

電源条件

ケーブル線径別
接続距離(m)

本工事は有線電気通信法、電気通信事業法に定める端末設備等規則により、誠実に対応すること。
本工事の完了は据付工事完了後、係員の立会検査合格後引き渡しを行うものとする。

4) 検収後、一年以内に発生する障害で明らかに製造ならびに工事に起因する障害は、請負者にて
速やかに修理を行うものとする。

3時間停電補償
内、停電用電話機3台

壁掛金具含む

ドアホン子機

2

1

構内交換設備　特記仕様書

1

2

本仕様書は、「胆沢第二発電所建屋増築工事」における電話交換設備について 適用する。

1 4

1 8
7 6 8

2 4

１５

増築・改修：構内交換設備　特記仕様書

増
築
・

改
修
:
構
内
交
換

設
備
 
特
記
仕

様
書
・

６．中継方式図

７．機器参考図

質量 質量
寸法 寸法

電話交換装置 停電用多機能電話機

色 色

質量 質量
寸法

色 色
質量
寸法

色

一般電話機

約16.8［kg］(ﾊﾞｯﾃﾘは除く) 約0.8kg

約430×433×409mm 約180×228×79mm

ＰＨＳ基地局

白

約0.7kg

約150×220×85mm

白 白

約0.4kg

約190×250×52（mm）

白

高音量ベル

フッキング再 送

量
音

話

大
小

?
%c

ＰＨＳ

2
2
8

79180 150

85

2
2
8

4
3
3
 ±

5
 

430 ±5 

約0.94kg

約44×119×13（mm）

白

44

1
19

2
5
0

19052

102

1
4
6

13

大
中小

切

54

約600g

約102×146×54（mm）

色

音

質量
寸法

色

アナログ電話機

多機能電話機

IP多機能電話機

PHS基地局

ドアホン

放送装置

録音用USBメモリ

バックアップ用USBメモリ

アナログ回線

ISDN回線

ひかり電話回線

専用線

SLI

ST

IPST

CDLC

CCU

DRPG

CO

BRI

PRIT

IPHO

IPKD

SIPT

OD

LD

LAN ポート

USBポート

主装置

PB信号検出回路

発ID受信回路

電話会議回路

ガイダンス生成回路

ボイスメール

バッテリ

6)

7)

4-2.

1)　本工事は、電気通信事業法に定める規則並びに、東日本電信電話株式会社の標準工法に

4-3.

4-4.
・フッキング、ポーズ、再送ボタン付
・卓上/壁掛け兼用型

・発信規制/着信拒否　最大10,000件

・着信表示ランプ7色

一般電話機　6台

・機能ボタン（発信/着信履歴、電話帳、メニュー、十字キー、スピーカ、短縮、発信、保留、機能）
・電話帳　最大10,000件
・発信/着信履歴　最大10,000件

停電用多機能電話機　1台
・アナログ回線対応型

・オートダイヤルボタン18/30個（フリーファンクションキー）

停電保障　3時間以上
耐用年数　3年以上

バッテリ
バックアップ時間

局線応答
局線発信

内線番号

番号計画

・話中転送

・不在転送

・外線自動転送

・無応答転送

・圏外転送

◆保留・転送
・システム/パーク保留

・FAX着信お知らせ

・応答待ち合わせガイダンス送出

・代理応答

・迷惑電話拒否 （最大1万件）

・着信ランプ色指定(7色）

・外線別着信音種指定

・自動選局発信/方路選局発信

・リダイヤル

・ワンタッチダイヤル
・発信者番号通知/非通知機能

・個別発番号通知

・発信禁止番号登録 （最大1万件）

サービス機能
◆外線発信

・電話帳発信（短縮発信）（最大1万件）

◆外線着信

・外線別個別着信（DIL)

・着信履歴蓄積 （最大1万件）

番　　号 備　　考

機能ボタンまたは「０」

・メッセージ検索/並び替え

・オンライン/オフラインデータ設定
・Webブラウザ設定
・ユーザ録音ガイダンス

◆保守運用機能

・留守番電話/外線着信代行

◆システム機能
・会議通話（4者×32グループ）

・サービスクラス
・省エネモード/バッテリーパワーセーブ
・TEL/FAX自動切替

◆ボイスメール機能
・録音時間最大2,000時間（基板追加不要）
・通話録音(同時12通話）

・留守番電話モニタ（居留守応答）
・メールボックス間メッセージ転送

・さかのぼり録音

５．その他

2)　本工事は、監督員の指示に従い、十分な打合せの上、施工すること。
3)　各機器の保守用付属品は、機器製造者の標準添付数量に収容すること。

4)　本工事の配線方法は、電気工事共通仕様書及び総務省令で定める施術基準に準拠して 

5)　各機器の試験調整は十分に行い、試験データを提出すること。 

6)　各機器の取扱説明については現場担当者を通じて行い、工事完了後の運用にあたり支障 
　　のないようにすること。 

4-7.

・105ホーン（大）、100ホーン（中）、95ホーン（小）、音量切の4段階音量調整

・音色2周波複合音、2種類の音色

高音量付付属電鈴スイッチ付　5台

　　　　　　　

・ツインコール

機能ボタンまたは「×」
2桁～４桁混在可能

サービス特番 1桁～4桁

・LCD表示　全角16桁（半角32桁）×4行、漢字/かな/カナ/英数

　　準じて施工すること。

　　施工すること。 

２

4-5.

・同時通話数3チャンネル、LED　2色表示、センター給電方式

構内PHSアンテナ　2台

4-6.

・連続通話時間　約7時間、連続待受時間　約700時間

・防水・防塵

PHS電話機　2台

・音量調整スイッチ付

・AC100V

1

6



設計図整理番号第　  　  　  　号

設計図番号

作成年月日

枚の内 枚

日月年

図面内容

縮    尺

令和７

設 製計 担図 承当 認 特 記 及 訂 正 事 項

胆沢第二発電所建屋増築工事

Ｎ

製

Ｅ２１A2:1/100　A3:1/141.40 １６

EXP.J

上ル

出入口
上ル スロープ

配電盤室

EXP.J

ＥＶ室
事務室

EXP.J

増
築
部
分

既
存
部
分

1
,2
0
0 3
00

4
,
9
75

1
,5
5
5

6
,
8
30

5,
6
30

Y2

Y1

事務室

増
築
部
分

既
存
部
分

EXP.J

X3X4

6,200

300 2005,700

撤去：１階平面図(E.L.170.00) ・ 1/100

更新：１階平面図(E.L.170.00) ・ 1/100

増築：２階平面図(E.L.173.50) ・ 1/100

撤去・更新・増築：構内交換設備　１階・２階平面図

A
3:
1/
1
41
.
40

A
2:
1/
1
00

撤
去
･
更
新

･増
築

:構
内

交
換
設
備
・

１
階
・
２

階
平
面
図

※　　　　　は増築部分を示す

Ｔ
Ａ

ＰＢＸ

Ｔ
Ｂ

2E

Ａ
Ｔ

名　　称　・　適　　用

４．図中、記入なきシンボルは、下記による。

ＰＢＸ（電話交換機）　　※撤去・更新

ＭＤＦ（電話機端子盤）　※既設のまま（再使用する）

電話保安器　　※取外し・移設（再使用する）

２、既設の保護電線管・メタルモールは、再使用とする。

３、配電盤室内の更新ケーブルは、フリーアクセス内コロガシ配線とする。

記　号 【撤去】

ＳＷＶＰ　０．４－３２Ｃ　×３

ＥＢＴ　０．４－１０Ｐ

（メタルモール）Ａ

Ｂ

ＢＴＩ　０．４－１０Ｐ

（メタルモール）

Ｃ
ＩＣＴ　０．５－２Ｐ　×６

ＨＰ　０．９－２Ｃ　×４
（配線ピット）

【更新】

ＥＭ－ＥＢＴ　０．５－２Ｐ　×６

ＥＭ－ＨＰ　０．９－２Ｃ　×４

ＥＭ－ＴＫＥＥ　０．５－２０Ｐ　×３

Ｄ
ＩＣＴ　０．５－２Ｐ　×５

ＨＰ　０．９－２Ｃ　×３ ＥＭ－ＨＰ　０．９－２Ｃ　×３

ＥＭ－ＥＢＴ　０．５－２Ｐ　×５
（配線ピット）

ＨＰ　０．９－２Ｃ　×２

ＩＣＴ　０．５－２Ｐ　×４
Ｅ （配線ピット）

ＥＭ－ＨＰ　０．９－２Ｃ　×２

ＥＭ－ＥＢＴ　０．５－２Ｐ　×４

ＨＰ　０．９－２Ｃ　×２

ＩＣＴ　０．５－２Ｐ　×３
Ｆ （配線ピット）

ＥＭ－ＨＰ　０．９－２Ｃ　×２

ＥＭ－ＥＢＴ　０．５－２Ｐ　×３

ＥＭ－ＴＫＥＥ　０．５－１０Ｐ

ＥＭ－ＴＫＥＥ　０．５－１０Ｐ

ＨＰ　０．９－２Ｃ

ＩＣＴ　０．５－２Ｐ
Ｇ （配線ピット）

ＥＭ－ＨＰ　０．９－２Ｃ

ＥＭ－ＥＢＴ　０．５－２Ｐ

多機能電話機　　※撤去・更新

一般電話機　　　※撤去・更新

トーンリンガ　　※撤去・更新

高音量付属電鈴　※撤去・更新
Ｈ

ＨＰ　０．９－２Ｃ

ＩＣＴ　０．５－２Ｐ ＥＭ－ＥＢＴ　０．５－２Ｐ

ＥＭ－ＨＰ　０．９－２Ｃ

（Ｅ１９）

（Ｅ１９）

電話用モジュラージャック（６Ｐ４Ｃ）　※撤去・更新

コードレスホン　※撤去・更新

シンボル

ＰＢＸ

ＭＤＦ

Ｔ Ｂ

Ｔ Ａ

ＴＲ

Ｂ

Ｔ Ｃ

埋込コンセント　２Ｐ１５Ａ×２（接地極付）2E

１．図中、記入なき配管・配線は、下記による。

特記事項

【撤去】ＩＣＴ　０．５－２Ｐ　天井内コロガシ

【撤去】ＩＣＴ　０．５－２Ｐ（Ｅ１９）

【更新】ＥＢＴ　０．５－２Ｐ　天井内コロガシ

【更新】ＥＢＴ　０．５－２Ｐ（Ｅ１９）

【更新】ＥＭ－ＨＰ　０．９－２Ｃ（Ｅ１９）

【撤去】ＨＰ　０．９－２Ｃ（Ｅ１９）

ＥＭ－ＥＥＦ２．０－３Ｃ（Ｅ１９）

ＭＤＦ

　ＥＢＴ　０．５－２Ｐ×２（ＰＦ２２）

　ＥＢＴ　０．５－２Ｐ×２（ＰＦ２２）

２

３１

４０

Ｂ

Ａ

Ｃ

Ｃ

15
,
62
5

1
,
8
75

3,
7
50

10
,
00
0

5
0
0

42
5

500 225

12,000

11,275

3,150 2,625

Ｂ

Ｃ

Ｃ’

Ａ

４ ３ ２

通気孔

ダクト
スペース

出入口

下ル

通路・階段室

配電盤室

事務室

廊下

（浄化槽）

女子トイレ
男子トイレ

女子
更衣室

送風機室

Ｐ
Ｂ
Ｘ

ＭＤＦ

Ｔ
Ｂ Ｃ

Ｔ
Ａ

Ｔ

３１

２２

親機

２２

子機

Ｂ

Ａ

Ｃ

Ｃ

5
0
0

42
5
7
5

15
,
62
5

10
,
00
0

3,
7
50

1
,
8
75

75 2,300 2,100 2,575 1,950 2,775 450 75

12,300

３４ ２

ＰＨＳ

ＰＨＳ
Ｃ

Ｔ ２２
子機

ＰＨＳ接続装置ＰＨＳ



設 製計 担図 承当 認

設計図整理番号第　  　  　  　号

設計図番号

作成年月日

枚の内 枚

日月年

図面内容

縮    尺

特 記 及 訂 正 事 項

胆沢第二発電所建屋増築工事
令和７

A2:1/100　A3:1/141.40

Ｎ

製

1
3,
5
00

UP Down

倉庫

通気孔

荷卸ハッチ

踊場

3
,
50
0

5
,
00
0

5,
0
0
0

10
,
00
0

1
3,
5
00

3
,
50
0

70
0

3
,
2
50

7
0
0

ＥＶ室

EXP.J

廊下

Ａ

Y2

7
,0
7
5

キュービクル室

ケーブル
シャフトコンパート

E.L154.18

踊場 踊場

E.L159.73

5,
0
0
0

4
,0
0
0

3,500

荷卸ハッチ

3
,
50
0

5
,
00
0 1
3,
5
00

昇降路

3
,
50
0

10
,
00
0

1
3,
5
00

5
0
0

Ａ

Y2

7
,0
7
5

Y1

5
0
0

Ｂ

蓄電池室

通気孔

16,000

5,500 6,000 4,500

Y1

３４ ２ １ ３４ ２ １

7,500 8,500

X1X2
18,500

X4 X3 X01 X02

4,400 2,075

300 5,700 8,275 3,925 300

7,625 10,275

X1X2
18,500

X4 X3 X01 X02

1,800 4,400 2,075

300 5,700 8,275 3,925 300

7,625 10,275
5
0
0

5,
9
25

1
0
0

3
0
0

6
75

5,
9
25

1
0
0

3
0
0

6
75

Y03 Y03

Y02 Y02

Y01 Y01

6
,
52
5

6
,
52
5

1,800

250 3,900 250 250 3,900 250

Ｂ

Ｃ Ｃ

6
,0
0
0

6,
0
00

UP

既
存
部
分
増
築
部
分

EXP.J EX
P.
J

既
存
部
分

増
築
部
分

既
存
部
分
増
築
部
分

EXP.J EX
P.
J

既
存
部
分

増
築
部
分

OPEN
(埋土)

地下１階平面図(E.L.164.70) ・ 1/100 地下中２階平面図(E.L.162.85) ・ 1/100

階段

上ル

※　　　　　は増築部分を示す

Ｅ２１

２３

Ｂ
Ｔ

ＴＲ

トーンリンガ撤去

2E

Ｃ

ケーブル処理室

E.L162.850

床板張

撤去・更新：構内交換設備　地下１階・地下中２平面図

１７

 
・

撤
去
・
更

新
：
構
内

交
換
設
備

 　
　

A2
:1
/
10
0

地
下
１
階

・
地
下
中

２
階
平
面

図
 　

A3
:1
/
14
1
.4
0

16,000

5,500 6,000 4,500

7,500 8,500

２

Ｄ

Ｄ

Ｄ
高音量ベル取付

Ｄ



設 製計 担図 承当 認

設計図整理番号第　  　  　  　号

設計図番号

作成年月日

枚の内 枚

日月年

図面内容

縮    尺

特 記 及 訂 正 事 項

胆沢第二発電所建屋増築工事
令和７

A2:1/100　A3:1/141.40

Ｎ

製

※　　　　　は柱を示す

7
,0
7
5

5
0
0

2
,
1
00

1
,
0
00

5,
9
2
5

1
0
0

1,
8
25

1,
0
00

30
0

6
7
5

　　　　　　　  　（E.L.151.93) 　　　　　　　  　（E.L.146.83)　　地下２階平面図　　　　　　　･　1/100 　　地下３階平面図　　　　　　　･　1/100

1
3,
5
0
0

5
00

6,
0
0
0

4
,
00
0

10
,
0
00

3
,
5
00

３４ １２

水車

入口弁開口

UP

UPDN

ＥＶ室

廊下

Y2

Y1

Ｂ

Ａ Ａ

6
,
52
5

AIR DUCT
U V W N CABLE

UP

DN

段差

風洞

X1X2
18,500

X4 X3 X01 X02

300 5,700 8,275 3,925 300

7,625 10,275

4,400 2,0751,800

Ｂ

ＣＣ

EX
P.
J

既
存
部
分

増
築
部
分

給気開口：W260×H1,000（建築工事)

水車室
E.L.146.83

ゲート室
E.L.148.03

5,500

16,000

6,000 4,500

2,000 4,000

4
,
00
0

6,
0
0
0

3
,
5
00

10
,
0
00

1
,0
0
0

5
0
0

8,
0
00

1,
5
00

5,
0
0
0

3
,
00
01
3,
5
0
0

10
,
0
00

3
,
5
00

既
存
部
分
増
築
部
分

EXP.J

固定子基礎

下部ブラケット基礎

発電機

入口弁開口

冷却水

油倉庫

ハッチ

ローター休み孔

EXP.J

・

Ｅ２１ １８

撤去・更新：構内交換設備　地下２階・地下３平面図

撤
去
・

更
新
：
構

内
交
換
設

備
　
　
 
A
2:
1/
1
00

地
下
２

階
・
地
下

３
階
平
面

図
　
　
 
A
3:
1/
1
41
.4
0

２４

Ｂ

トーンリンガ撤去

2E
Ｔ ＴＲ

Ｇ

２６

Ｅ

Ｆ

Ｈ

ＭＪ
２９

Ｂ

ＭＪ

Ｔ
Ｂ

２５

Ｔ
Ｒ

2E

※　　　　　は増築部分を示す

高音量ベル取付

Ｅ

Ｄ

トーンリンガ撤去
露出ボックス取付の上フラッシュプレート取付

防水扉

２



設 製計 担図 承当 認

設計図整理番号第　  　  　  　号

設計図番号

作成年月日

枚の内 枚

日月年

図面内容

縮    尺

特 記 及 訂 正 事 項

胆沢第二発電所建屋増築工事
令和７

A2:1/100　A3:1/141.40

Ｎ

製

　　　　　　　  　（E.L.141.53)地下４階平面図　　　　　　　･ 1/100

8
0
0

1,200 2,600 1,200 2,500 1,000 2,500

8,500

5
00

13
,
5
00

3
,
50
0

1
0
,
00
0

8,500

2,000

2,000 4,000

4,5004,000

4,000 4,500

3
,3
0
0

6
,
7
00

2
,3
5
0

2,
7
00

4
,0
0
0

3
5
0

φ4,00
0

主弁基礎

ドラフト監査廊 E.L.141.53

E.L.
142.03

E.L.142.63

　
　
　
　
　
　

地
下
４
階

平
面
図
　

 A
3:
1
/1
4
1.
40

・

13
,
5
00

3
,
50
0

Ａ

6
,
0
00

4
,0
0
0

1
0
,
00
0

16,000

6,000 4,500

３４ １２

Ｂ

Ｃ

5,500

Ｅ２１ １９

撤去・更新：構内交換設備　地下４階平面図

撤
去
・
更
新
：

構
内
更
新

設
備
　
　

 A
2:
1
/1
0
0

Ｂ

２７

Ｇ

Ｂ
Ｔ

Ｔ
Ｒ

トーンリンガ撤去

2E

シンボル 名　　称　・　適　　用

３．図中、記入なきシンボルは、下記による。

１．図中、記入なき配管・配線は、下記による。

特記事項

２、既設の保護電線管（Ｅ１９）は、再使用とする。

【撤去】ＩＣＴ　０．５－２Ｐ（Ｅ１９）

【撤去】ＨＰ　０．９－２Ｃ（Ｅ１９）

【更新】ＥＢＴ　０．５－２Ｐ（Ｅ１９）

【更新】ＥＭ－ＨＰ　０．９－２Ｃ（Ｅ１９）

一般電話機　　　※撤去（再使用しない）・更新

トーンリンガ　　※撤去（再使用しない）・更新

高音量付属電鈴　※撤去（再使用しない）・更新

Ｔ Ｂ

ＴＲ

Ｂ

露出ボックス取付の上フラッシュプレート取付

※　　　　　は柱を示す

２



設 製計 担図 承当 認

設計図整理番号第　  　  　  　号

設計図番号

作成年月日

枚の内 枚

日月年

図面内容

縮    尺

特 記 及 訂 正 事 項

胆沢第二発電所建屋増築工事
令和７

Ｎ

製

（
既
設
）

（
新
設
）

排
水
Ｕ
字
溝

排
水
Ｕ
字
溝

1
5,
6
25

1
,8
7
5

3
,7
5
0

Ｂ

1
0,
0
0
0

42
5

1,
1
1
0

2
,
01
5

2
00

9
00

97
5

1
,8
7
5

Ｃ

Ｃ’

1,
7
50

50
0

4
2
5

12
5

Ａ

通気孔

3
20

出入口

既
存
側
溝

荷卸ハッチ

荷卸室

3
0
0

4
,9
7
5

5
,
50
0

上ル

7
,
07
5

1
,5
0
0

2
1
,
25
0

1
5,
9
7
5

Y2

Y1

Y2

（
新
設
）

排
水
Ｕ
字
溝

排
水
Ｕ
字
溝

犬走り

（
既
存
再
利
用
）

Y3

Ｂ

5
,
62
5

5
,
18
5

4
4
0

1
2
,
66
5

1
2
,
22
5

3,
4
3
5

下ル

３４ １２

X1X3 X2
18,500

300300 5,700

6,200

8,275

4,000 4,2753,000

上ル

出入口
上ル

スロープ

75 2,300 2,100 2,575 2,775 450 2,125 4,225

300
3,9251,950

100
75

1,2003,575

雑品庫・荷卸室

1
5
ｔ

テ
ル

ハ
(無

線
・

床
上

操
作

切
替

方
式

)

事務室

1,500

3
,
00
0

5,500 6,800

EXP.J
既
存
部
分
増
築
部
分

既
存
側
溝

出入口

出入口
スロープ

スロープ

ポーチ
出入口

ダクト
スペース

5
5
0

5
5
0

15,200

3,925

3,925

2,
4
5
0

2,
4
5
0

Y1

Y04

Y05

X4 X03 X04

18,500

EXP.J

EX
P.
J

通路・階段室

ＥＶ室

1,950

A2:1/100　A3:1/141.40 Ｅ２１

１階平面図(E.L.170.00)・1/100※　　　　　は増築部分を示す

EXP.J

２０

増築・改修：EV電気・電気錠設備　１階平面図

増
築
・
改

修
：
E
V電

気
・
電
気

錠
設
備

　
　
　
１

階
平
面
図

・
A2
:
1/
1
00
.A
3
:1
/1
4
1.
4
0

ＥＭ－ＡＥ　０．９－４Ｃ（Ｅ１９・露出塗装）

Ｈ
ＥＭ－ＨＰ　１．２－２Ｃ（Ｅ１９・露出塗装）　※火災信号

特記事項

　１－３．インターホン・リモートメンテナンス用配管配線工事

２．図中、記入なき配管・配線は、下記による。

１．ＥＶ増設工事に伴う電気設備工事は、下記による。

　１－１．ＥＶ電源工事（３φ・１φ電源）

　１－４．リモートメンテナンス用配管配線工事

　１－５．火災報知信号用配管配線工事

　１－６．非常放送、防犯カメラ用配管配線工事

　１－１．ピット点検用コンセント取付工事（地下２階ＦＬ＋２００）

■　ＥＶ用設備

シンボル 名　　称　・　適　　用

３．図中、記入なきシンボルは、下記による。

増設端子盤（２０Ｐ・壁掛形）

ＥＶ　防犯カメラ用ＥＭ－Ｓ－５Ｃ－ＦＢ

ＥＶ　非常放送用ＥＭ－ＨＰ　１．２－４Ｃ

ＥＶ　リモートメンテナンス用ＥＭ－ＦＣＰＥＥ　０．９－１Ｐ

ＥＭ－ＦＣＰＥＥ　０．９－５Ｐ

Ａ

（Ｅ３１）

用途・備考配管・配線種別

ＥＶ　インターホン用

通電時施錠型電気錠（電源接続）

■　入退室管理設備（電気錠）

ＥＭ－ＦＣＰＥＥ－Ｓ　０．９－２Ｐ （ＰＦ２２）

（保護管）

４．既設農水データ受信装置・電話非常通報装置等移設に伴い、既設配線調査及び

　　ＥＭ－ＴＫＥＥケーブル０．５－３０Ｐ×２０ｍを見込むこと。

配電盤室

1
,
20
0

（浄化槽）

女子トイレ
男子トイレ

女子
更衣室

3
,0
0
0

室外機置場

室外機置場

EXP.J

増
築
部
分

既
存
部
分

Ｈ

８

７

Ａ

ＥＶ
９

Ｓ

Ｌ－１－１

※地下２階へ

ＥＭ－ＣＥＴ－１４°．Ｅ５．５°

ＥＭ－ＣＥＴ－１４°．Ｅ５．５°

所内２００Ｖへ

　ＥＭ－ＣＥＴ－１４°．Ｅ５．５°（Ｅ３１）

　ＥＭ－ＩＥ　２．０×２．Ｅ２．０（Ｅ１９）

（３φ２００Ｖ－６．９ＫＷ）

（１φ１００Ｖ－１．５ＫＶＡ）

防犯警報制御盤

※既設再利用(別途)

ＥＶ制御盤

２

送風機室



設 製計 担図 承当 認

設計図整理番号第　  　  　  　号

設計図番号

作成年月日

枚の内 枚

日月年

図面内容

縮    尺

特 記 及 訂 正 事 項

胆沢第二発電所建屋増築工事
令和７

Ｎ

製

（
既
設
）

（
新
設
）

排
水
Ｕ
字
溝

排
水
Ｕ
字
溝

1
5,
6
25

1
,8
7
5

3
,7
5
0

Ｂ

1
0,
0
0
0

42
5

1,
1
1
0

2
,
01
5

2
00

9
00

97
5

1
,8
7
5

Ｃ

Ｃ’

1,
7
50

50
0

4
2
5

12
5

Ａ

通気孔

3
20

出入口

既
存
側
溝

EXP.J

荷卸ハッチ

荷卸室

3
0
0

4
,9
7
5

5
,
50
0

上ル

7
,
07
5

1
,5
0
0

2
1
,
25
0

1
5,
9
7
5

Y2

Y1

Y2

（
新
設
）

排
水
Ｕ
字
溝

排
水
Ｕ
字
溝

犬走り

（
既
存
再
利
用
）

Y3

Ｂ

5
,
62
5

5
,
18
5

4
4
0

1
2
,
66
5

1
2
,
22
5

3,
4
3
5

下ル

（新設）浄化槽

３４ １２

X1X3 X2
18,500

300300 5,700

6,200

8,275

上ル

出入口
上ル

スロープ

75 2,300 2,100

1,000 1,100

2,575 2,775 450 2,125 4,225

300
3,9251,950

100
75

1,2003,575

1
5
ｔ

テ
ル

ハ
(無

線
・

床
上

操
作

切
替

方
式

)

事務室

1,500

3
,
00
0

5,500 6,800

EXP.J
既
存
部
分
増
築
部
分

既
存
側
溝

出入口

出入口
スロープ

スロープ

ポーチ
出入口

ダクト
スペース

5
5
0

5
5
0

3,925

2,
4
5
0

2,
4
5
0

Y1

Y04

Y05

X4 X03 X04

18,500

配電盤室

EX
P.
J

ＥＶ室

1,950

A2:1/100　A3:1/141.40 Ｅ２１

6,200

300 2005,700

1
,2
0
0 3
00

4,
9
75

5,
6
3
0

1
,5
5
5

6,
8
30

事務室

Y1

Y2

1,3351,345 3,520

EX
P.
J

増
築
部
分
既
存
部
分

X3X4

３階平面図(E.L.177.00)・1/100

1,
2
00 30

0
4
,
97
5

EX
P.
J

増
築
部
分
既
存
部
分

1,
5
5
5

6
,
83
0

5
,
63
0

Y2

Y1

事務室

２階平面図(E.L.173.50) ・ 1/100

１階平面図(E.L.170.00)・1/100※　　　　　は増築部分を示す

２１

増築・改修：火災報知器設備　１階・２階・３階平面図

増
築
・

改
修
：
火

災
報
知
器

設
備
　
A
2
:1
/1
0
0

１
階
・

２
階
・
３

階
平
面
図

　
　
　
A
3
:1
/1
4
1.
40

・

　所内ＡＣ１００Ｖ盤へ

Ｓ

Ｊ

Ｓ Ｓ

Ｈ５Ｐ

Ｓ

Ｈ５Ｐ

通路・階段室

Ｐ

Ｂ
Ｓ

Ｐ

Ｂ

Ｈ５Ｐ

ＥＭ－ＡＥ　０．９－４Ｃ（Ｅ１９・露出塗装）

ＥＭ－ＨＰ　１．２－５Ｐ

ＥＭ－ＡＥ　０．９－４Ｃ （ＰＦ１６）

（ＰＦ２２）

■　火災報知設備

特記事項

１．図中、記入なき配管・配線は、下記による。

ブランクプレート（丸型・金属製）

位置ボックス：丸形露出ボックス（Ｅ１９・１方出・塗装共）
Ｊ

Ｐ Ｂ 総合盤　Ｐ型１級　埋込型

Ｓ

定温式スポット型感知器　１種防水　７０℃

光電式スポット型感知器　２種Ｓ

光電式スポット型感知器　２種（点検口付）

差動式スポット型感知器　２種　露出

既設火災報知受信機　Ｐ型１級１０回線・壁掛形　※警戒区域増設

２．図中、記入なきシンボルは、下記による。

名　　称　・　適　　用シンボル

下
ル

上
ル

1
,
20
0

女子トイレ
男子トイレ

女子
更衣室

3
,0
0
0

室外機置場

室外機置場

２

送風機室

　ＥＭ－ＨＰ　１．２－５Ｐ（ＰＦ２２）

　ＥＭ－ＨＰ　１．２－５Ｐ（ＰＦ２２）

　ＥＭ－ＨＰ　１．２－５Ｐ（ＰＦ２２）

　ＥＭ－ＨＰ　１．２－５Ｐ（ＰＦ２２）

EXP.J

火災報知受信機

電話非常通報装置

※移設再利用(再取付)

防犯警報制御盤

火災報知受信機

電話非常通報装置

※移設再利用（取外し)

防犯警報制御盤

EXP.J

増
築
部
分

既
存
部
分

雑品庫・荷卸室

ＢＰ


